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魅
力
あ
る
 

　
歯
科
医
師
国
保
組
合
 

　
　
に
向
け
て

神奈川県歯科医師国保組合 

理事長　森田　稔彦

　
神
奈
川
県
歯
科
医
師
国
民
健
康
保
険
組

合
は
健
康
保
険
法
が
公
布
さ
れ
た
昭
和
33

年
に
創
立
さ
れ
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
国

民
皆
保
険
の
一
翼
を
担
い
な
が
ら
、
65
年

の
時
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
当
初
の
被
保
険
者
数
は
組
合
員
数
８
２

５
名
、
家
族
・
従
業
員
数
２
９
５
７
名
で

合
わ
せ
て
３
７
８
２
名
と
現
在
の
４
分
の

１
の
人
数
で
あ
り
ま
た
保
険
料
は
組
合
員

月
額
４
０
０
円
、
従
業
員
は
１
５
０
円
と

い
う
ま
さ
に
時
代
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る

内
容
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
組
合
の
運
営
面
に
お
い
て
は
、
ご
存
知

の
よ
う
に
「
裕
福
な
組
合
に
対
す
る
国
庫

補
助
の
削
減
」
案
が
平
成
27
年
に
国
会
審

議
を
経
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本

組
合
で
も
そ
れ
ま
で
療
養
給
付
費
へ
の
補

助
率
が
32
％
だ
っ
た
も
の
が
、
平
成
28
年

年
度
か
ら
32
年
度
の
５
年
間
に
か
け
て
毎

年
３
･２
％
ず
つ
減
率
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成

30
年
に
行
わ
れ
た
所
得
調
査
の
結
果
、
組

合
員
の
課
税
標
準
額
の
平
均
が
２
４
０
万

円
を
超
え
た
こ
と
で
13
％
に
ま
で
に
減
率

さ
れ
、
全
組
合
中
最
低
の
補
助
率
に
な
り

ま
し
た
。 

　
言
う
ま
で
も
な
く
国
庫
補
助
の
削
減
は

直
接
組
合
員
の
医
療
分
保
険
料
へ
の
更
な

る
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
対

応
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
昨
今
で
は
財
務
省
の
主
導
で
開

催
さ
れ
る
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
席
上
、

有
識
者
か
ら
は
負
担
の
公
平
化
の
見
地
か

ら
所
得
の
高
い
組
合
へ
の
補
助
金
は
廃
止

す
べ
き
と
の
意
見
も
出
て
お
り
大
変
憂
慮

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
本
組
合
で
は
平

成
30
年
度
よ
り
歯
科
診
療
に
よ
る
給
付
制

限
を
行
い
、
自
家
診
療
分
（
第
１
種
組
合
員

と
そ
の
家
族
及
び
当
国
保
組
合
に
加
入
す

る
従
業
員
と
そ
の
家
族
の
自
家
に
お
い
て

の
診
療
）
に
つ
い
て
の
保
険
請
求
を
認
め

な
い
こ
と
と
し
、
傷
病
手
当
金
に
日
数
の

制
限
を
設
け
る
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
医

療
費
の
削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
我
々
組
合
の
役
員
は
現
役

の
医
療
従
事
者
で
あ
り
な
が
ら
、
医
療
費

の
削
減
に
つ
い
て
重
い
選
択
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
微
妙
な
立
場
で
も
あ

り
ま
す
。 

　
更
に
保
険
料
の
収
納
に
つ
い
て
は
事
務

局
の
収
納
対
策
へ
の
努
力
に
よ
り
、
そ
の

収
納
率
を
99
･98
％
と
し
、
さ
ら
に
国
の
補

助
金
削
減
に
対
処
す
べ
く
医
療
分
保
険
料

の
値
上
げ
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

こ
２
年
間
の
単
年
度
収
支
は
赤
字
続
き
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
数
年
前
ま
で
は
県
歯
科
医
師
会
の
新
入

会
員
勧
奨
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、
歯
科

医
師
国
保
組
合
の
存
在
が
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
そ
の
よ
う
な
組
合
へ
の
期
待
は
過

去
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
、
今
後

は
さ
ら
に
魅
力
あ
る
歯
科
医
師
国
保
組
合

作
り
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 
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■表紙の説明 ──「ひょうたんランプ」 
　JR東海御殿場線上大井駅が「ひょうたんランプ」によってライトアップ
されている様子です。 
　大井町が『ひょうたんの町』として親しまれるようになったのは、昭和
45年、上大井駅の構内へ、駅員が西日除けにひょうたんを植えたことがき
っかけでした。以後、上大井駅は『ひょうたん駅』として有名になり、昭
和 56年の時刻表の表紙を飾りました。 
　「ひょうたんランプ」はひょうたんを加工したもので、町のイベントなど
で活用されています。 
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大井町　概　要 （令和 5年 4月１日現在） 

■人　口：17,420 人 （男 8,644 人、女 8,776 人） 
■世帯数：7,490 世帯 
■面　積：14.38k㎡ 
■町の花：すいせん 
■町の木：きんもくせい 
■町の鳥：めじろ

神奈川のこくほ・かいご●2023 秋 3

大井町 
里山・田園風景と生活の利便性 
（都市機能）が共存する住みよい町、 
おおいまち（OH！ いいまち）

保 険 者  
紹 介  
コ ー ナ ー

大井町
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  ■
国
保
の
概
要
・
実
施
体
制
 

　
当
町
の
国
保
加
入
者
数
は
、令
和
５
年

３
月
末
現
在
で
３
５
２
６
人（
加
入
率
20
･

２
％
）、加
入
世
帯
数
は
２
２
３
３
世
帯（
加

入
率
29
･８
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
、
国
民
年
金
の
業
務
は
、
戸
籍
や
住
民

基
本
台
帳
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
事
務

等
と
併
せ
て
町
民
課
で
所
管
し
て
い
ま
す

が
、
係
や
班
は
な
く
保
険
年
金
関
係
の
事

務
は
職
員
４
人
、
会
計
年
度
任
用
職
員
２

人
で
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
特
定
健
診

や
特
定
保
健
指
導
等
の
保
健
業
務
に
つ
い

て
は
、
子
育
て
健
康
課
と
連
携
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
 

 ■
保
険
財
政
の
状
況
 

　
令
和
５
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
は
、15
億
７
０
０
０
万
円
で
、前

年
度
予
算
と
比
較
す
る
と
約
０
･５
％
増
と

な
っ
て
お
り
、歳
出
の
保
険
給
付
費
と
国
民

健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
は
、前
年
度
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
約
０
･５
％
増
加
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、当
町
で
は
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、令
和
２
年
度

か
ら
18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
均
等
割
額
を
全

額
免
除
し
て
お
り
、減
免
に
よ
る
保
険
税
の

減
収
分
の
補
填
に
は
、国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
基
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。近
年
は
被

保
険
者
数
の
減
少
や
国
保
加
入
者
の
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、基
金
残
高
も
か
な
り
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、今
後
は
保
険
税
率
の

改
定
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
が
、財

源
確
保
の
た
め
、今
後
も
保
険
税
収
納
率
の

向
上
、医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み

等
で
、安
定
的
に
保
険
財
政
を
運
用
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 ■
収
納
率
向
上
対
策
 

　
令
和
４
年
度
の
収
納
率
は
、
現
年
度
分

が
95
･25
％
で
、
前
年
度
か
ら
０
･33
％
減
、

滞
納
繰
越
分
が
13
･82
％
で
、
前
年
度
か
ら

０
･４
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
滞
納
者
に
対

し
て
は
、
催
告
書
の
送
付
や
差
押
え
等
の

滞
納
処
分
、
臨
戸
訪
問
、
短
期
証
の
発
行
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
従
来
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
加
え
、

令
和
４
年
度
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を

導
入
し
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
地
方
税
共

通
納
税
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
導
入
す
る
な
ど
、

被
保
険
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
収

納
率
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、徴
収
業
務
を
所
管
す
る
課
等
に

よ
り
組
織
し
て
い
る「
徴
収
対
策
連
絡
協
議

会
」に
お
い
て
、各
課
の
取
組
状
況
や
滞
納
者

の
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
、連
携
し
て
徴
収

対
策
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、収
納
事
務

に
関
す
る
情
報
共
有
を
図
って
い
ま
す
。 

 ■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
 

　
当
町
の
特
定
健
診
は
、
町
内
医
療
機
関

と
足
柄
上
地
域
の
医
療
機
関
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
受
診
券
は
当
初
発
送
の
ほ
か
、

資
格
異
動
が
あ
っ
た
方
に
毎
月
送
付
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
医
療
機
関
で
受

診
す
る
方
は
、
肺
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん

検
診
及
び
前
立
腺
が
ん
検
診
等
を
同
時
に

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
、
疾
病
の
早
期
発

●

国
　
　
保
　
●

■町の概要：大井町は神奈川県の南西部に位置し、西は二宮尊徳ゆかりの酒匂川の松並木越しに箱根連山から日
本一の山・霊峰富士を望み、南は相模湾を望む水平線、北東には丹沢山塊が眺望できる大変風光明媚なところです。 
　町の表玄関は、東名高速道路・大井松田インターチェンジ。そこから続く幹線道路沿いには大型スーパー
マーケットや物販店・飲食店などがならび、足柄平野の玄関口としての機能を果たし、発展しています。 
　また、株式会社ブルックスホールディングスのビルは、神奈川県の重要施策でもある「未病」をテーマと
する施設「BIOTOPIA（ビオトピア）」として多くのお客様にお越しいただいています。 

マスコットキャラクター「すいっぴー」 町民課窓口



神奈川のこくほ・かいご●2023 秋 5

見
・
早
期
治
療
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
令
和
３
年
度
の
特
定
健
診
受

診
率
は
25
･５
％
で
、
前
年
度
か
ら
２
･

３
％
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
広
報
等

に
よ
る
受
診
勧
奨
、
本
人
負
担
の
無
料

化
、
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成
等
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
大
井
町
国
民
健
康
保

険
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
お
い
て
目
標
と

す
る
受
診
率
に
達
し
て
い
な
い
た
め
、
令

和
４
年
度
か
ら
受
診
率
向
上
を
目
指
し
、

未
受
診
者
対
策
事
業
と
し
て
勧
奨
通
知
の

作
成
・
送
付
を
民
間
委
託
し
た
結
果
、
前

年
度
に
比
べ
て
受
診
率
が
大
幅
に
上
昇
す

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、特
定
保
健
指
導
実
施
率
は
、令
和

３
年
度
６
･１
％
で
、前
年
度
か
ら
３
･４
％

減
少
し
ま
し
た
。特
定
保
健
指
導
対
象
者

に
は
案
内
通
知
を
送
付
し
、保
健
師
と
管

理
栄
養
士
に
よ
る
生
活
習
慣
や
食
習
慣
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
、次
回
ま
で
の
目
標
設
定
、保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
て
い
る
未

病
セ
ン
タ
ー
の
体
組
成
計
で
毎
回
数
値
を

計
測
す
る
な
ど
の
保
健
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、実
施
率
は
低
い
水
準
で
推
移
し

て
い
る
た
め
、未
利
用
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
方
法
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
受
診
勧
奨
を
行
い
、
受
診
率
・

実
施
率
と
被
保
険
者
の
健
康
意
識
向
上
に

努
め
ま
す
。
 

     ■
介
護
保
険
の
状
況
 

　
当
町
の
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
数

は
、
令
和
５
年
３
月
末
時
点
で
、
４
９
９
９

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
要
介
護
・
要
支
援

認
定
者
数
は
７
１
９
人
で
、
認
定
率
は
14
･

４
％
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
、
神
奈
川
県
の

平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
年
々
、
高
齢

化
率
の
上
昇
に
伴
い
、
増
加
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
認
定
者
の
内
訳
は
、
要
支
援
認
定

者
が
１
４
９
人
、
要
介
護
認
定
者
が
５
７

０
人
、
事
業
対
象
者
が
72
人
で
、
支
援
が
必

要
な
高
齢
者
の
約
28
％
が
軽
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
な
お
、
令
和
３
年
度
中
に
新
規
で
要
支

援
１
・
２
の
認
定
が
さ
れ
た
方
の
更
新
後

の
重
度
化
率
は
約
37
％
、
区
分
変
更
後
は

１
０
０
％
で
あ
り
、
半
数
以
上
が
重
度
化

し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
当
町
で
は
、
比

較
的
軽
度
の
支
援
を
要
す
る
方
の
改
善
可

能
性
に
着
目
し
、「
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト（
能

力
の
再
獲
得
）」
の
考
え
方
で
、
高
齢
者
が

「
元
の
生
活
」を
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
長
く
続
け
ら
れ
る
町

を
目
指
し
て
、
町
と
地
域
の
支
援
者
や
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
共
に
意
識
の
共
有
を

図
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 ■
介
護
予
防
事
業
の
取
り
組
み
 

●
は
つ
ら
つ
倶
楽
部
 

　
通
所
型
介
護
予
防
事
業
「
は
つ
ら
つ
俱

楽
部
」
で
は
、
事
業
対
象
者
及
び
要
支
援

認
定
者
を
対
象
に
、
専
門
職
（
理
学
療
法

士
、
歯
科
衛
生
士
、
管
理
栄
養
士
）
が
利

用
者
一
人
一
人
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

立
て
、
12
回
の
短
期
集
中
で
機
能
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
利
用
者
の
セ
ル
フ

大井よさこいひょうたん祭 
　今年で第３７回目の開催を迎えた町内一の大きなお祭りです。「相手の
立場になって考える優しい心の思いやり」と、ひょうたんの縁起「出世・繁
栄、縁結び」を基本理念として、健康で明るく住み良い町づくりをめざし、次
世代を担う子どもたちに「ふるさと」の意義を育んでもらうために開催して
います。「ジュニア＆キッズダンスフェスティバル」と「よさこいひょうたん踊
りコンテスト」を二本柱とし、 例年多くの参加者・観光客が訪れています。

保険者
 

自　慢

介護予防事業　はつらつ倶楽部 健康づくり事業　特定保健指導

●

介
　
　
護
　
●
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マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
獲
得
と
リ
エ
イ
ブ
ル

メ
ン
ト
を
目
指
し
、
専
門
職
が
伴
走
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
参
加
者
か
ら
は
「
は
つ
ら
つ
倶
楽
部
が

き
っ
か
け
で
外
に
出
る
自
信
が
つ
い
た
」

「
は
つ
ら
つ
俱
楽
部
で
の
運
動
を
卒
業
後

も
継
続
し
て
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
を
継
続
で
き
て
い
る
」
と
い
っ
た
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
は
つ
ら
つ
俱
楽
部
へ
の
参
加
が

難
し
い
方
や
、
卒
業
し
た
方
へ
の
フ
ォ
ロ

ー
と
し
て
、
専
門
職
に
よ
り
訪
問
指
導
を

行
う
訪
問
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

 ●
お
ー
い
！
元
気
会
 

　
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
「
お
ー

い
！
元
気
会
」
で
は
、
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、
外
出
の
機
会
と
交
流

の
場
を
提
供
し
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
応

援
す
る
た
め
、
身
体
づ
く
り
に
有
効
な
元

気
体
操
と
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
趣
味
活
動

（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
小
物
作
り
・
音

楽
会
な
ど
）
を
行
う
ほ
か
、
年
に
数
回
、

保
健
師
な
ど
の
専
門
職
に
よ
る
講
話
も
行

い
ま
す
。
自
治
会
館
な
ど
全
12
会
場
で
、

月
に
２
回
実
施
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度

は
全
２
６
３
回
の
開
催
で
、
延
べ
２
２
９

１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
「
は
つ
ら
つ
俱
楽
部
」
を
卒
業
し
た
方

が
参
加
す
る
「
通
い
の
場
」
と
し
て
も
機

能
し
て
い
ま
す
。
 

 ●
お
元
気
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
 

　
当
町
で
は
介
護
予
防
把
握
事
業
と
し
て

「
お
元
気
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
送
付
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
元
気
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
は
事
業
対
象
者
及
び
認
定
者
を
除
い

た
75
歳
か
ら
84
歳
の
方
を
対
象
に
送
付
し

て
お
り
、
令
和
４
年
度
は
１
７
５
６
人
に

送
付
し
ま
し
た
。
回
収
率
は
90
％
で
、
１

５
８
０
人
の
方
に
回
答
し
て
頂
き
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
23
･９
％
の
３
７
８
人
が
介

護
予
防
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と

い
う
結
果
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
方
々
に

対
し
て
訪
問
を
実
施
し
、
事
業
対
象
者
の

候
補
と
な
る
よ
う
な
方
を
早
期
に
発
見
し

ま
す
。
そ
の
結
果
、
１
５
７
人
が
事
業
対

象
者
と
な
り
、
46
人
が
「
は
つ
ら
つ
俱
楽

部
」
へ
の
参
加
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
 

 ●
地
域
け
あ
ね
っ
と
わ
ー
く
会
議
 

　
地
域
け
あ
ね
っ
と
わ
ー
く
会
議
で
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
理
学
療
法
士
、
薬
剤

師
、
歯
科
衛
生
士
な
ど
介
護
・
医
療
等
の

多
職
種
の
専
門
職
が
参
加
し
、
事
例
検
討

を
行
い
ま
す
。
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
性
、
視
点
か
ら
必
要
な
支
援
や
地
域
課

題
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
で
、
考
え
方

の
共
有
や
新
た
な
視
点
の
獲
得
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
町
も
保
険

者
と
し
て
参
加
を
し
て
お
り
、
専
門
職
が

感
じ
て
い
る
こ
と
や
町
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 ◆
当
町
は
規
模
の
小
さ
な
町
で
あ
り
、
一

人
一
人
の
経
過
を
把
握
し
や
す
い
た
め
、

そ
の
特
性
を
活
か
し
て
、
事
業
の
評
価
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

国保･介護 
の 

連絡先

介護予防事業　おーい！元気会

●大井町HP　　https://www.town.oi.kanagawa.jp/ 

●（国 保）町民課 
TEL  0465-85-5007 
FAX  0465-82-3295 

●（介 護）福祉課 
TEL  0465-83-8024 
FAX  0465-83-8016

福祉課窓口
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川
崎
市
は
神
奈
川
県
の
北
東
部
に
位
置

す
る
横
浜
市
と
東
京
都
に
挟
ま
れ
た
市

で
、
東
西
が
約
31
㎞
、
南
北
が
19
㎞
と
、

東
西
に
長
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。
市
の
北

西
部
に
は
丘
陵
地
帯
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
以
外
は
お
お
む
ね
平
坦
な
地
形
で
す
。

市
の
南
東
部
は
明
治
末
期
か
ら
京
浜
工
業

地
帯
の
一
大
拠
点
と
し
て
発
展
し
、
最
近

で
は
健
康
・
医
療
分
野
に
お
け
る
世
界
最

高
水
準
の
研
究
開
発
エ
リ
ア
で
あ
る
キ
ン

グ
ス
カ
イ
フ
ロ
ン
ト
や
、
令
和
４
年
３
月

に
開
通
し
た
羽
田
空
港
へ
つ
な
が
る
多
摩

川
ス
カ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
の
中
央
部
に
は
武
蔵

小
杉
を
は
じ
め
と
し
た
交
通
の
便
が
良
く

人
口
密
度
の
高
い
エ
リ
ア
が
あ
る
一
方
、

北
部
に
は
川
崎
市
名
産
の
柿
や
梨
な
ど
を

栽
培
す
る
農
地
や
里
山
が
多
く
残
さ
れ
た

エ
リ
ア
も
あ
り
、
様
々
な
地
域
性
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和
６
年
に
は
市

制
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
が
、
多
様
な

人
々
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
産
業
や
地
域
性

を
生
か
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
 

　
人
口
は
令
和
５
年
６
月
１
日
現
在
で
１

５
４
万
４
７
１
３
人
、
令
和
４
年
度
の
高

齢
化
率
は
20
･５
％
と
、
神
奈
川
県
内
で

最
も
低
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

   　
川
崎
市
の
健
康
課
題
の
一
つ
は
、
特
定

健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
で
す
。
川
崎
市

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
の
う
ち
大
き
な

割
合
を
占
め
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早

期
治
療
に
向
け
、
ま
ず
は
特
定
健
康
診
査

を
受
診
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
横
ば
い
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
生
産
年
齢
人
口
が
多
い
本

市
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
、
休
日
・
夜
間
に

受
診
が
で
き
る
医
療
機
関
を
案
内
す
る
な

ど
受
診
し
や
す
い
環
境
の
整
備
や
、
地
元

の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
あ
る
川
崎
フ

ロ
ン
タ
ー
レ
と
コ
ラ
ボ
し
た
広
報
物
の
作

成
な
ど
の
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

便
利
さ
と
自
然
が
同
居
す
る
、 

多
様
で
住
み
や
す
い
ま
ち

特
定
健
診
受
診
率
の
 

向
上
に
向
け
て

 
多様なまちに合った 
保健活動をめざして 
 
        医療保険課 
        保健師　鮫島　あゆみ

市北部の里山（王禅寺四ツ田緑地）

羽田空港につながる多摩川スカイブリッジ

「川崎市」
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受
診
勧
奨
に
あ
た
っ
て
も
、
区
ご
と
の
特

性
を
踏
ま
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
の
変
更

や
、
ナ
ッ
ジ
理
論
を
活
用
し
た
は
が
き
、

電
話
、Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
よ
る
未
受
診
者
へ
の
働

き
か
け
な
ど
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、令
和
３

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
な
が
ら
過
去
最

高
の
受
診
率（
27
･０
％
）と
な
り
ま
し
た
。 

　
引
き
続
き
、
よ
り
効
果
的
な
特
定
健
康

診
査
の
実
施
に
向
け
て
、
受
診
勧
奨
の
効

果
検
証
や
対
象
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も

踏
ま
え
て
工
夫
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

    　
川
崎
市
で
は
、
令
和
２
年
６
月
に
神
奈

川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
一
体

的
実
施
に
つ
い
て
の
契
約
を
締
結
し
、
庁

内
の
関
係
部
署
と
連
携
し
て
栄
養
指
導
、

服
薬
指
導
、
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
低
栄
養
改
善
指
導
事
業
で
は
体
重
減

少
傾
向
が
あ
る
後
期
高
齢
者
に
個
別
通
知

を
送
付
し
た
後
、
管
理
栄
養
士
が
各
戸
を

訪
問
し
ま
す
。
そ
の
３
か
月
後
に
電
話
で

状
況
確
認
や
フ
ォ
ロ
ー
の
指
導
を
行
っ
た

後
、
さ
ら
に
３
〜
４
か
月
後
に
訪
問
を
行

い
、
改
善
状
況
を
対
象
者
と
と
も
に
確
認

し
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
訪
問
支
援
を
行

っ
た
方
の
う
ち
、
46
％
の
方
に
体
重
の
増

加
が
み
ら
れ
、
49
％
の
方
は
体
重
を
維
持

で
き
て
お
り
、
訪
問
に
よ
る
指
導
の
効
果

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
訪
問
前

に
通
知
を
お
送
り
し
た
時
点
で
、
健
診
で

は
な
に
も
言
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
大
丈

夫
、
努
力
し
て
痩
せ
た
状
態
を
維
持
し
て

い
る
か
ら
訪
問
は
不
要
と
お
っ
し
ゃ
る
方

も
い
て
、
高
齢
期
の
食
事
や
栄
養
に
関
し

て
一
層
の
普
及
啓
発
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
感
じ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
で
す
が
、
本

市
で
は
一
般
介
護
予
防
事
業
と
し
て
「
い

こ
い
元
気
広
場
」
を
実
施
し
て
お
り
、
市

内
51
か
所
で
週
に
１
回
ず
つ
、
転
ば
な
い

体
づ
く
り
な
ど
介
護
予
防
の
た
め
の
体
操

や
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
ミ
ニ
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
会
場
や
老
人
会
な

ど
の
住
民
の
集
ま
り
の
場
に
管
理
栄
養
士

が
出
向
い
て
低
栄
養
や
フ
レ
イ
ル
に
つ
い

て
の
講
座
を
実
施
し
て
お
り
、
庁
内
外
の

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
講
座
の
実
施

個
所
の
拡
大
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
さ
ら
に
、
個
別
訪
問
の
対
象
者
に
一

般
介
護
予
防
事
業
や
地
域
の
集
ま
り
の
場

を
案
内
し
、
各
種
事
業
を
連
動
さ
せ
な
が

ら
実
施
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
 

   　
冒
頭
で
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
川
崎
市

で
は
地
域
に
よ
っ
て
多
様
な
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
全
体
の
み
で
は
な

く
、
各
区
で
も
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

分
析
や
保
健
事
業
の
検
討
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
各
種
デ
ー
タ
や
地

域
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
も
と
に
、
効
果

的
な
保
健
事
業
の
企
画
・
実
践
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

多
様
な
地
域
性
を
踏
ま
え
た
 

保
健
事
業
の
実
施

▼
ナ
ッ
ジ
理
論
を
活
用
し
た
健
診
勧
奨
は
が
き

いこい元気広場での栄養講座

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
 

介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
の
 

取
組
に
つ
い
て



「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基
本
法
」の
成
立

と「
か
な
が
わ
オ
レ
ン
ジ
大
使
」に
よ
る
当
事
者
目
線
の
発
信
 

神
奈
川
県
福
祉
子
ど
も
み
ら
い
局
福
祉
部
高
齢
福
祉
課
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　「
共
生
社
会
の
実
現
を
推
進
す

る
た
め
の
認
知
症
基
本
法
」の

成
立
 

 　
令
和
５
年
６
月
16
日
に
、「
共
生
社
会
の

実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基
本

法
」（
以
下
、「
基
本
法
」
と
い
う
。）
が
公

布
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
基
本
法
は
、
認
知
症
の
人
が
尊
厳
を
保

持
し
つ
つ
、
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
認
知
症
施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

認
知
症
の
人
を
含
め
た
国
民
一
人
一
人

が
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
支

え
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
活
力
あ
る
社
会

（
共
生
社
会
）
の
実
現
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
目
的
に
沿
っ
て
、
次
の
７
つ
を
基

本
理
念
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
 

①
認
知
症
の
人
が
、
基
本
的
人
権
を
享
有

す
る
個
人
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ

っ
て
日
常
生
活
及
び
社
会
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
。
 

②
国
民
が
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知

識
及
び
認
知
症
の
人
に
関
す
る
正
し
い

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

③
認
知
症
の
人
に
と
っ
て
障
壁
と
な
る
も

の
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
地
域
に
お
い

て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
と
と
も
に
、
意
見
を
表
明
す
る

機
会
及
び
活
動
に
参
画
す
る
機
会
の
確

保
を
通
じ
て
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

④
良
質
か
つ
適
切
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
提

供
さ
れ
る
。
 

⑤
認
知
症
の
人
及
び
家
族
等
が
安
心
し
て

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
。
 

⑥
共
生
社
会
の
実
現
に
資
す
る
研
究
等
を

推
進
し
、予
防
、診
断
及
び
治
療
並
び
に

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
介
護
方

法
、
社
会
参
加
の
在
り
方
及
び
社
会
環

境
の
整
備
等
に
関
す
る
科
学
的
知
見
に

基
づ
く
研
究
等
の
成
果
を
享
受
で
き
る

環
境
を
整
備
。
 

⑦
教
育
、
地
域
づ
く
り
、
雇
用
、
保
健
、
医

療
、
福
祉
そ
の
他
各
関
連
分
野
に
お
け

る
総
合
的
な
取
組
と
し
て
行
わ
れ
る
。
 

　
ま
た
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の

基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
認
知
症
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
策
定
・
実
施
す
る

責
務
を
有
す
る
と
さ
れ
、
国
民
は
、
共
生
社

会
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
認

知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
及
び
認
知
症

の
人
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
、
共

生
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
 

　
基
本
的
施
策
と
し
て
は
、
次
の
８
つ
を

講
ず
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

①
認
知
症
の
人
に
関
す
る
国
民
の
理
解
の

増
進
等
 

②
認
知
症
の
人
の
生
活
に
お
け
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
推
進
 

③
認
知
症
の
人
の
社
会
参
加
の
機
会
の
確

保
等
 

④
認
知
症
の
人
の
意
思
決
定
の
支
援
及
び

権
利
利
益
の
保
護
 

⑤
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
の
整
備
等
 

⑥
相
談
体
制
の
整
備
等
 

⑦
研
究
等
の
推
進
等
 

⑧
認
知
症
の
予
防
等
 

　
神
奈
川
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
、「
か
な

が
わ
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

1



神奈川のこくほ・かいご●2023 秋10

「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
社
会
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
策
定
さ
れ
る
国
の
基
本
計
画
を
踏
ま

え
、
認
知
症
の
人
が
、
尊
厳
を
保
持
し
つ
つ

希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
認
知
症
施
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
 

 　
　
　「
か
な
が
わ
オ
レ
ン
ジ
大
使
」に
 

よ
る
当
事
者
目
線
の
発
信
 

 　
基
本
法
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

認
知
症
の
人
が
尊
厳
を
保
持
し
つ
つ
希
望

を
持
っ
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
認
知
症
の

人
本
人
に
よ
る
当
事
者
目
線
で
の
発
信
が

と
て
も
大
切
で
す
。
 

　
神
奈
川
県
で
は
、
多
く
の
県
民
の
皆
様

に
、
認
知
症
に
つ
い
て
、
当
事
者
目
線
で
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
認
知
症
の
方
ご

本
人
が
思
い
を
直
接
伝
え
、
そ
の
人
ら
し

い
活
動
を
発
信
す
る
「
か
な
が
わ
オ
レ
ン

ジ
大
使
」
を
令
和
３
年
４
月
に
創
設
。
令
和

５
年
５
月
に
は
、
第
２
期
の
大
使
と
し
て
、

12
名
の
方
に
委
嘱
し
、
本
人
発
信
支
援
を

進
め
て
い
ま
す
。
 

　
制
度
の
創
設
に
当
た
っ
て
、
神
奈
川
ら
し

い
大
使
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
認
知
症
の
方

ご
本
人
や
ご
家
族
、
支
援
者
の
皆
様
か
ら
御

意
見
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。「
国
の
本
人
大

使
は
特
別
な
人
と
い
う
感
じ
。
認
知
症
の
人

は
そ
う
い
う
人
ば
か
り
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
。」「
１
人
で
活
動

す
る
の
は
難
し
い
。
複
数
な
ら
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。」「
失
敗
し
た
と
き
に
傷
つ
き
た

く
な
い
。」「
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き
た
人
以

外
に
も
や
り
た
い
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
、公
募
に
す
る
の
が
よ
い
。」と
い
っ

た
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
本
県
で
は
、「
大
使
」

の
人
数
は
定
め
ず
、
な
る
べ
く
応
募
さ
れ
た

方
全
員
に
、
ご
本
人
の
希
望
や
体
調
に
合
わ

せ
、
参
加
・
協
力
が
可
能
な
活
動
を
行
っ
て

い
た
だ
き
、
当
事
者
と
し
て
の
思
い
を
直
接

伝
え
、
活
動
を
発
信
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。
 

　
数
多
く
の
、
ま
た
、
多
様
な
ご
本
人
に
ご

参
画
い
た
だ
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
、
講
演

や
研
修
で
の
講
師
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動

（
本
人
や
家
族
が
集
う
場
で
の
本
人
支
援
の

活
動
）、制
作
し
た
作
品
や
写
真
の
展
示
、企

画
運
営
会
議
、
認
知
症
施
策
推
進
協
議
会
へ

の
当
事
者
委
員
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
な
ど
、
様
々
な
当
事
者
目
線
で

の
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

　
講
演
で
は
、
笑
い
を
交
え
な
が
ら
の
前

向
き
な
発
言
に
参
加
者
が
は
げ
ま
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、
会
議
で
も
当
事
者
目
線
の

貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
参

加
者
か
ら
は
「
認
知
症
当
事
者
の
声
を
聞

け
る
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
」
と
い
う
コ
メ

ン
ト
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

　
神
奈
川
県
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
大
使
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
認
知
症
の
人
が
尊
厳
を

保
持
し
つ
つ
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
地
域
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
 かながわオレンジ大使企画運営会議

かながわオレンジ大使 藤川 玲子さん、オー・ソレ・ミオさん（仮名）、
進藤 由紀子さん、ソクラテスさん（仮名）等による作品「水蓮と鯉」 かながわオレンジ大使委嘱式

2

ピアサポート活動をする、 
かながわオレンジ大使　鮎沢 千代吉さん



ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
の
重
要
性
 

 　
ご
存
じ
の
通
り
、今
年
度
は
、第
３
期

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
第
４
期
特
定
健

康
診
査
等
実
施
計
画
の
策
定
の
年
で

す
。こ
れ
ら
の
計
画
策
定
は
、国
民
健
康

保
険
の
担
当
者
に
と
っ
て
は
と
て
も
大

変
で
、
そ
し
て
大
事
な
仕
事
で
す
。 

　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
研
修
会
等
で

計
画
策
定
の
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
時
に
感
じ
る
の
は
、〝
ロ
ジ

カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
〞、
日
本
語
で
い
う
と

〝
論
理
的
思
考
〞
の
重
要
性
で
す
。
計
画

策
定
に
お
い
て
は
、
健
康
課
題
は
何
か
、

そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
は
何
が
必

要
か
、
ど
の
よ
う
に
解
決
策
を
実
行
し
、

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
、
見
直
し
を
す

る
か
を
論
理
的
に
考
え
、そ
し
て
、そ
れ

を
計
画
書
と
し
て
形
に
し
て
い
か
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。 

　
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
に
は
い
ろ
い

ろ
な
考
え
方
や
方
法
が
あ
り
ま
す
。
代

表
的
な
も
の
に〝
ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
〞が

あ
り
ま
す
。ロ
ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
と
は
、問

題
を
ツ
リ
ー
状
に
分
解
し
、
ロ
ジ
カ
ル

に
原
因
や
問
題
解
決
策
を
導
き
出
す
方

法
（
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
）
で
す
。 

　
例
と
し
て
、「
生
活
習
慣
病
の
減
少
」

を
考
え
ま
す
。「
生
活
習
慣
病
の
減
少
」

の
た
め
に
は
、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
減
少
」「
糖
尿
病
等
の
重
症
化

予
防
」「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
と
い
う

下
位
の
目
的
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
次
に
、

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
減

少
」
の
た
め
に
は
、「
特
定
健
康
診
査
の

推
進
」「
特
定
保
健
指
導
の
推
進
」が
、さ

ら
に
下
位
の
目
的
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
具
体
的
に
は
、
特
定
健
康

診
査
の
さ
ま
ざ
ま
な
受
診
勧
奨
、
特
定

保
健
指
導
の
利
用
勧
奨
や
効
果
的
な
指

導
の
実
施
な
ど
の
個
別
事
業
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。こ
れ
以
外
の
事
業
で
も
、デ
ー

タ
ヘ
ル
ス
計
画
は
、
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ

ン
グ
の
応
用
そ
の
も
の
な
の
で
す
。 

　
従
来
、保
険
者
は
業
務
上
、ル
ー
チ
ン

な
仕
事
が
多
い
た
め
か
、
ロ
ジ
カ
ル
シ

ン
キ
ン
グ
が
得
意
な
人
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
務
職
の
方
も
そ
う

で
す
が
、そ
れ
以
上
に
、医
療
や
保
健
の

専
門
職
も
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
を
学

ぶ
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
の
す
す
め
 

帝
京
大
学
大
学
院
公
衆
衛
生
学
研
究
科
教
授
　
福
田
　
吉
治
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■略　歴 
　平成 3年熊本大学医学部卒業。平成 10年熊本大学大学院医学研究科修了（社会医学
専攻）。国立医療・病院管理研究所（医療政策研究部）、東京医科歯科大学医学部（公衆
衛生学講座）、国立保健医療科学院（疫学部）を経て、平成 22年に山口大学医学部地域
医療学講座教授に就任。平成 27年から帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授、平成
30年には同研究科長。 

■ 専門分野 
　公衆衛生全般。特に健康増進・健康づくり政策・健康教育、社会疫学（健康の社会格
差、健康の社会的決定要因）、地域医療・保健・産業保健など。近年では行動経済学
で用いられる「ナッジ理論」に基づいて公衆衛生施策を指導。 

■学会・委員 
　国民健康保険中央会　国保・後期高齢者ヘルスサポート事業運営委員会 
　国民健康保険団体連合会　保健事業支援・評価委員会委員（東京都・埼玉県）など 
■主な著書 
　「ナッジを応用した健康づくりガイドブック」共著  
　 2023 年　帝京大学大学院公衆衛生学研究科 
　「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）からの教訓―これまでの検証と今後への提言」共著 
　 2021 年　大修館書店 
　「健康行動理論による研究と実践」共著　2019 年　医学書院 
                                                                                                    他論文多数 

福田吉治 ふくだ よしはる 

■プロフィール 
出身地：大分県 
・帝京大学大学院 公衆衛生学
研究科 研究科長・教授 
・帝京大学産業環境保健学センター 
　センター長

漏
れ
な
く
、
ダ
ブ
り
な
く

 　
私
の
所
属
す
る
帝
京
大
学
大
学
院
公

衆
衛
生
学
研
究
科
は
、
大
学
院
と
し
て

公
衆
衛
生
の
専
門
職
の
育
成
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
教
育
目
標
の

一
つ
と
し
て
、
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ

（
あ
る
い
は
シ
ス
テ
ム
シ
ン
キ
ン
グ
）
の

習
得
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
を
目
標
に
掲
げ
た
の
に
は
、
初

代
の
研
究
科
長
の
矢
野
栄
二
先
生
の
意

向
が
あ
り
ま
し
た
。
帝
京
大
学
に
入
職

し
て
、
矢
野
先
生
の
講
義
（
主
に
疫
学
）

を
何
度
か
聞
き
ま
し
た
。そ
の
中
に
、ロ

ジ
ッ
ク
ツ
リ
ー
と
か
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
な
ど

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
と
は
、

M
utually Exclusive and Collec-

tively Exhaustive
の
頭
文
字
を
取
っ

た
も
の
で
、「
漏
れ
な
く
、
ダ
ブ
り
な
く
」

と
い
う
意
味
で
す
。
物
事
を
考
え
る
と

き
、正
確
な
答
え
を
導
き
出
す
た
め
に
必

要
な
要
素
を
網
羅
し
、
か
つ
、
そ
れ
ら
が

重
複
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
も
の
で
す
。
公
衆
衛
生
、
し
か

も
疫
学
で
そ
ん
な
話
を
な
ぜ
す
る
の
か

な
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
徐
々
に
、

そ
の
重
要
性
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
で
は
、
公
衆
衛
生
の
教
育

機
関
の
ほ
と
ん
ど
が
、ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ

ン
グ
（
ま
た
は
シ
ス
テ
ム
シ
ン
キ
ン
グ
）

の
習
得
を
教
育
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。 

　
私
自
身
は
、
そ
う
し
た
こ
と
に
影
響

を
受
け
、ま
た
、教
授
や
研
究
科
長
と
い

う
管
理
職
に
な
り
、
組
織
管
理
の
観
点

か
ら
、
少
し
は
（
い
わ
ゆ
る
）
ビ
ジ
ネ
ス

書
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
朝
、

乗
り
換
え
の
駅
の
構
内
で
書
店
の
前
を

通
る
時
に
、
店
頭
に
並
ん
だ
本
を
よ
く

な
が
め
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ビ
ジ

ネ
ス
書
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
ロ

ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
に
関
連
す
る
本
も

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
の
を
見
る

と
、
つ
い
本
を
手
に
取
っ
て
購
入
し
て

し
ま
い
ま
す
。
買
っ
た
だ
け
で
安
心
し

て
、
読
ま
ず
に
積
み
上
げ
て
い
る
本
も

多
く
あ
り
ま
す
が
。（
苦
笑
） 

　
と
い
う
こ
と
で
、皆
さ
ん
も
是
非
、ロ
ジ

カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
を
学
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。書
店
に
も
関
連
す
る
本
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。あ
る
い
は
、ネ
ッ
ト
で
検
索
す

る
と
た
く
さ
ん
で
て
き
ま
す
。お
そ
ら
く
、

目
か
ら
う
ろ
こ
で
、計
画
の
策
定
や
今
後

の
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、大
き
な
助
け

に
な
る
と
思
い
ま
す
。　
 

 

記
事
提
供
　
社
会
保
険
出
版
社
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災
害
は
大
き
な
心
理
的
な
負
担
を
与
え

る
た
め
、
人
が
心
身
の
変
調
を
感
じ
る
こ

と
は
正
常
な
反
応
と
も
い
え
ま
す
。
し
か

し
な
か
に
は
う
つ
状
態
・
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
な
ど

の
精
神
症
状
や
、
飲
酒
や
喫
煙
な
ど
の
健

康
問
題
が
増
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
際
に
は
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
周
囲

の
人
か
ら
の
支
え
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー

ト
）
を
得
て
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
配
慮
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
 

　
日
本
は
地
震
・
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

を
多
く
経
験
し
て
い
ま
す
。
特
に
１
９
９
５

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
は
、
こ
こ

ろ
の
ケ
ア
の
重
要
性
が
一
層
認
識
さ
れ

て
、
災
害
後
に
多
く
の
予
防
・
治
療
的
関

わ
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
災
害
は
多
く
の
住
民
に
と
っ
て
予
期
し

な
い
出
来
事
で
あ
り
、
大
き
な
心
理
的
な

負
担
を
与
え
ま
す
。
災
害
に
よ
っ
て
家
財

を
失
っ
た
り
、
親
し
い
人
に
犠
牲
が
で
た

り
、
生
活
に
大
き
な
変
化
や
、
将
来
の
生
活

へ
不
安
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
重
大
な
出
来
事
の
あ
と

で
心
身
の
変
調
を
き
た
す
こ
と
は
、
人
間

の
正
常
な
反
応
と
も
い
え
ま
す
。
 

　
多
く
の
場
合
に
は
生
活
の
再
建
と
と
も

に
こ
こ
ろ
の
健
康
も
回
復
し
て
い
く
の
で

す
が
、
な
か
に
は
精
神
的
な
影
響
が
長
く

続
い
た
り
、
精
神
疾
患
の
診
断
が
つ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
診
断
と
し
て
、

う
つ
病
・
不
安
障
害
・
心
的
外
傷
後
ス
ト

レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ほ
か
に
も
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
行
動

と
し
て
、
飲
酒
や
喫
煙
の
増
加
が
み
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

　
高
齢
者
や
子
ど
も
は
災
害
弱
者
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
高
齢
者
で
は
身
体
症
状
の
増

加
や
、
子
ど
も
の
場
合
に
も
頭
痛
・
腹

痛
・
身
体
各
部
の
痛
み
な
ど
の
身
体
の
不

調
、
気
持
ち
の
落
ち
こ
み
、
ま
た
お
漏
ら

し
・
指
し
ゃ
ぶ
り
・
保
護
者
へ
の
べ
た
つ

き
（
だ
っ
こ
・
お
ん
ぶ
）
と
い
っ
た
退
行
現

象
（
赤
ち
ゃ
ん
返
り
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
反
応
は
、
恐
怖
感
や

不
安
な
状
況
が
も
た
ら
す
心
身
の
反
応
で

あ
り
、
異
常
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安

全
を
確
保
し
て
安
心
感
を
与
え
る
こ
と

で
、
多
く
は
回
復
し
て
い
き
ま
す
。
 

　
被
災
後
に
実
際
に
不
安
定
に
な
っ
て
い

る
人
び
と
を
見
つ
け
た
場
合
、
直
ち
に
医

学
的
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況

が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
は
、

「
災
害
の
後
で
新
た
に
生
じ
た
不
安
・
落

ち
込
み
・
苛
立
ち
・
焦
り
な
ど
は
、
誰
に

で
も
あ
る
こ
と
で
、
多
く
は
一
時
的
で
あ

る
こ
と
」「
し
か
し
程
度
が
ひ
ど
く
な
っ
た

場
合
に
は
、
迷
わ
ず
に
電
話
相
談
や
相
談

室
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
」
を
伝
え
て
落

ち
着
い
て
様
子
を
見
る
こ
と
と
し
、
精
神

的
な
援
助
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
認
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

　
特
に
不
眠
が
続
い
た
り
、
パ
ニ
ッ
ク
・

興
奮
・
放
心
な
ど
が
強
い
場
合
に
は
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ

う
に
勧
め
ま
す
。
こ
れ
は
災
害
だ
け
が
原

因
で
は
な
く
、
災
害
の
前
に
別
の
強
い
衝

災
害
と
こ
こ
ろ
の
健
康
 

 

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
　
精
神
保
健
学
分
野
　
教
授
　
西
　
大
輔

健康のはなし 

撃
が
あ
っ
た
り
（
家
族
の
事
故
な
ど
）、
何

ら
か
の
精
神
疾
患
が
あ
っ
た
り
、
あ
る
い

は
そ
れ
ら
が
始
ま
り
か
け
て
い
た
と
い
う

場
合
も
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
精

神
的
な
変
化
は
、
体
の
不
調
と
あ
わ
せ
て

生
じ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
身
体
医
療
の

な
か
で
も
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
配
慮
し
た
対

応
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
は
、
精
神

や
一
般
の
保
健
・
医
療
体
制
の
な
か
で
対

応
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
様
に
重
要
な

こ
と
は
、
周
囲
の
人
か
ら
の
支
え
（
ソ
ー
シ

ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
）
を
得
る
こ
と
で
す
。
こ
の

よ
う
な
支
え
は
災
害
後
の
こ
こ
ろ
の
状
態

に
対
し
て
、
保
護
的
に
働
く
こ
と
が
研
究

か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

  ｅ
-ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
 

https://w
w
w
.e-healthnet.m
hlw
.go.jp/ 

inform
ation/heart/k-06-002.htm
l 
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国保連発信

　神奈川県総合薬事保健センターにて7月31日（月）に開催された令和５年通常総会で、令和４年度事業実施報告並びに各会計
決算等について、理事会議決事項報告６件、議決事項21件の提出議題があり、審議の結果全て事務局原案どおり可決された。

１

報
告
事
項

 ⑴
理
事
会
議
決
事
項
の
報
告
 

報
告
第
１
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
役
員（
理
事
）の
退
任
に
つ
い
て
 

報
告
第
２
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
障
害
介
護
給
付
費
等
審
査
支
払

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

 ⑵
専
決
処
分
の
報
告
 

報
告
第
３
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

関
係
業
務（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
診
療
報

酬
支
払
勘
定
）特
別
会
計
予
算
補
正（
第
２
次
） 

報
告
第
４
号
：
令
和
５
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
予
算
補
正
 

報
告
第
５
号
：
令
和
５
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
抗
体
検
査
等
費
用
に
関
す
る
支
払
勘
定
）特

別
会
計
予
算
補
正
 

報
告
第
６
号
：
令
和
５
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
者
総
合
支
援
法
関

係
業
務
等（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
予
算
補
正
 

 ２
　
議
決
事
項
 

      議
案
第
１
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
業
実
施
報
告
認
定

に
つ
い
て
 

議
案
第
２
号
  ：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
一
般
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
 

議
案
第
３
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
４
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
支
払
勘
定
）特
別

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
５
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
診
療
報
酬
支
払

勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
６
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
出
産
育
児
一
時
金
等
に
関
す
る
支
払
勘
定
）

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
７
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
抗
体
検
査
等
費
用
に
関
す
る
支
払
勘
定
）特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
８
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
関
係
業
務（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
９
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
関
係
業
務（
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報
酬

支
払
勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
10
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

関
係
業
務（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
診
療
報

酬
支
払
勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
11
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関

係
業
務（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
 

議
案
第
12
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関

係
業
務（
介
護
給
付
費
支
払
勘
定
）特
別
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
13
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関
係

業
務（
公
費
負
担
医
療
等
に
関
す
る
報
酬
等

支
払
勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
14
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
者
総
合
支
援

法
関
係
業
務
等（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
15
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
者
総
合
支
援

法
関
係
業
務
等（
障
害
介
護
給
付
費
･障
害

児
給
付
費
支
払
勘
定
）特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て
 

議
案
第
16
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
特
定
健
康
診
査・特
定
保

健
指
導
等
事
業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つい
て
 

議
案
第
17
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
第
三
者
行
為
損
害
賠

償
支
払
勘
定
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
18
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
職
員
退
職
手
当
積

立
金
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
 

議
案
第
19
号
：
令
和
４
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
財
産
の
認
定
に
つい
て
 

議
案
第
20
号
：
和
解
に
つ
い
て
 

議
案
第
21
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

公　告 
令和5年7月31日開催した神奈川県国民健康保険団体連合会通常総会において議決を得た事業報
告について、国民健康保険法施行第26条において準用する同24条の規定に基づく公告を本会規
約第5条の規定により次のとおり行う。 令和5年7月31日 

神奈川県国民健康保険団体連合会　理事長　内野　優 

1414

内野理事長
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「
広
域
連
合
」と
い
う
。）及
び
市
町
村
の
事
務
に

支
障
が
な
い
よ
う
運
用
を
支
援
し
た
。 

    　
ま
た
、２
割
区
分
の
追
加
に
伴
う
地
方
単
独
事

業
対
象
医
療
の
本
会
へ
の
請
求
に
つ
い
て
は
、令

和
４
年
９
月
１
日
付
け
の
県
医
療
保
険
課
長
通
知

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
に
伴
う
窓
口
負
担

増
に
対
す
る
配
慮
措
置
の
地
方
単
独
事
業
対
象
医

療
に
対
す
る
適
用
等
に
つ
い
て（
依
頼
）」に
基
づ

き
、「
配
慮
措
置
の
対
象
外
」と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
発
生
す
る
差
額（
高
額
療
養
費
）に
関
し
て
、事

後
的
に
広
域
連
合
と
各
市
町
村
地
方
単
独
事
業
担

当
課
と
の
間
で
行
わ
れ
る
償
還
払
い
の
事
務
や
、

こ
れ
に
関
連
す
る
厚
生
労
働
省
等
に
提
供
す
る
各

種
報
告
デ
ー
タ
の
作
成
事
務
等
の
支
援
策
と
し
て

月
次
・
年
次
で
必
要
と
な
る
帳
票
の
還
元
が
行
え

る
よ
う
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
行
っ
た
。 

⑶
 　
広
域
連
合
標
準
シ
ス
テ
ム
の
機
器
更
改
に
つ
い

て
、予
定
し
て
い
た
ク
ラ
ウ
ド
化
に
お
け
る
要
件

の
検
討
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
基
盤
環
境
設
計
の
構
築

は
滞
り
な
く
完
了
し
た
。 

    　
な
お
、国
保
中
央
会
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発

に
遅
延
が
生
じ
た
影
響
に
よ
り
、当
初
予
定
し
て
い

た
移
行
切
替
時
期（
令
和
５
年
度
末
）が
１
年
延
期

さ
れ
た
た
め
、機
器
更
改
の
導
入
支
援
計
画
等
を

再
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 ３
 診
療
報
酬
等
審
査
支
払
業
務
の
充
実
・
強
化
並
び

に
効
率
化
の
取
組
 

⑴
 　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
お
い
て
発
生
し
た
シ
ス

テ
ム
の
不
具
合
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
４
月
27
日

に
県
か
ら
厚
生
労
働
省
に
対
し
て「
国
保
情
報
集

約
シ
ス
テ
ム
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
関
す
る
要
望
」が

提
出
さ
れ
た
。 

    　
そ
の
中
で
、「
レ
セ
プ
ト
振
替
・
分
割
に
お
い
て
、

社
保
に
お
け
る
資
格
取
得
年
月
日
と
国
保
に
お
け

る
資
格
喪
失
年
月
日
の
前
日
が
両
者
で
資
格
あ
り

と
判
定
さ
れ
る
不
具
合
等
に
係
る
課
題
」に
対
し
て

は
、他
の
団
体
か
ら
も
同
様
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、５
月
に
国
保
中
央
会
か
ら
不
具
合

の
改
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
。 

    　
そ
の
後
、５
月
以
前
の
誤
っ
た
デ
ー
タ
に
対
す
る

是
正
策
に
つ
い
て
も
随
時
、国
保
中
央
会
よ
り
提
示

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、保
険
者
に
是
正
の
対
応
方
法
を

周
知
し
た
。 

    　
ま
た
、「
被
保
険
者
証
有
効
開
始
年
月
日
が
被

保
険
者
証
交
付
日
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
る
課

題
」
及
び「
負
担
割
合
が
異
な
る
証
履
歴
表
示
課

題
」に
つ
い
て
は
、課
題
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
た
め
、厚
生
労
働
省
及
び
国
保
中
央
会
の
動

向
を
注
視
し
、そ
の
状
況
を
市
町
村
に
継
続
的
に

周
知
し
た
。 

⑵
 　
令
和
３
年
３
月
に
厚
生
労
働
省
、
社
会
保
険
診

療
報
酬
支
払
基
金
及
び
国
保
中
央
会
が
連
名
で
策

定
、公
表
し
た「
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工

程
表
」（
以
下
「
改
革
工
程
表
」
と
い
う
。）
で
定
め

る
「
審
査
結
果
の
不
合
理
な
差
異
解
消
に
向
け
た

工
程
表
」に
基
づ
く
審
査
基
準
の
統
一
に
向
け
、各

国
保
連
合
会
で
取
り
扱
い
が
異
な
る
審
査
基
準
や

取
決
め
事
項
（
当
初
の
約
１
８
０
０
０
項
目
か
ら

 Ⅰ
　重
点
事
項
 

１
　国
保
制
度
の
安
定
的
・
効
率
的
な
運
営
に
向
け
た

取
組
 

⑴
 　
神
奈
川
県
（
以
下
「
県
」
と
い
う
。）
が
策
定
し

た「
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針（
令
和
３

年
度
〜
令
和
５
年
度
）」を
踏
ま
え
た
高
額
療
養
費

申
請
手
続
き
の
簡
素
化
に
向
け
た
保
険
者
支
援
に

つ
い
て
は
、本
会
で
開
発
し
た「
高
額
療
養
費
自
動

償
還
シ
ス
テ
ム
」
の
県
下
に
お
け
る
運
用
状
況
や

導
入
に
向
け
た
具
体
的
な
手
順
等
の
資
料
を
７
月

に
保
険
者
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
８
月
か
ら
９

月
に
か
け
て
17
保
険
者
を
訪
問
し
、
操
作
方
法
等

の
研
修
を
行
っ
た
。 

    　
10
月
に
は
各
保
険
者
に
お
け
る
自
動
償
還
の
実

施
状
況
等
に
係
る
調
査
を
実
施
し
、
11
月
28
日
に

開
催
し
た
「
令
和
４
年
度
第
２
回
保
険
者
事
務
電

算
共
同
処
理
委
員
会
」
に
お
い
て
調
査
結
果
報
告

を
行
い
、導
入
に
向
け
た
課
題
の
把
握
に
努
め
た
。 

　
 　
な
お
、令
和
５
年
３
月
末
時
点
で
、本
会
の「
高

額
療
養
費
自
動
償
還
シ
ス
テ
ム
」
の
実
施
保
険
者

数
は
、
高
額
療
養
費
（
月
次
）
が
13
保
険
者
、
高
額

療
養
費（
外
来
年
間
合
算
）が
10
保
険
者
と
な
っ
て

い
る
。 

　
 　
市
町
村
事
務
処
理
標
準
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、県
内
の
導
入
市
町
村
は
３
市
に
留
ま
る
が
、自

庁
シ
ス
テ
ム
の
機
器
更
改
時
期
や
市
町
村
事
務
処

理
標
準
シ
ス
テ
ム
導
入
意
向
を
継
続
的
に
把
握

し
、
導
入
時
に
必
要
と
な
る
支
援
が
的
確
に
行
え

る
よ
う
努
め
た
。 

　
 　
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の
評
価
指
標
と
な
っ
て

い
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
が
行
う
保
健
事

業
に
対
す
る
支
援
や
、
第
三
者
行
為
求
償
事
務
研

修
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
保
険
者
の
公
費
獲

得
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
た
。 

 ２
 高
齢
者
医
療
に
係
る
各
業
務
の
円
滑
な
運
営
 

⑴
 　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
電
算
処
理
シ
ス
テ

ム
（
以
下
「
広
域
連
合
標
準
シ
ス
テ
ム
」
と
い

う
。）の
運
用
業
務
に
つ
い
て
は
、年
次
で
行
わ
れ

る
保
険
料
の
確
定
賦
課
な
ど
の
処
理
に
加
え
、隔

年
で
実
施
す
る
被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新
や
令
和

４
年
10
月
の
窓
口
負
担
２
割
区
分
追
加
に
伴
う
２

回
目
の
一
斉
更
新
な
ど
の
業
務
が
あ
っ
た
が
、大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
安
定
的
に
運
用
を
行
っ
た
。 

    　
ま
た
、被
保
険
者
数
の
増
加
や
窓
口
負
担
２
割

区
分
の
追
加
等
に
よ
る
資
格
過
誤
点
検
処
理
件
数

の
増
加（
前
年
同
期
比
１
８
４
･１
％
）に
対
し
て
処

理
体
制
を
拡
充
し
、適
切
に
対
応
し
た
。 

⑵
 　
窓
口
負
担
２
割
区
分
の
追
加
に
伴
う
被
保
険
者

証
の
一
斉
更
新
事
務
に
つ
い
て
は
、国
民
健
康
保

険
中
央
会（
以
下「
国
保
中
央
会
」と
い
う
。）か

ら
の
情
報
を
基
に
負
担
区
分
の
細
分
化
に
対
応
す

る
よ
う
外
付
け
シ
ス
テ
ム
の
機
能
改
修
を
行
い
、

神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
以
下

約
９
０
０
０
項
目
ま
で
絞
り
込
み
が
終
了
）
に
対

し
て
、
国
保
中
央
会
が
行
っ
て
い
る
整
理
を
踏
ま

え
、審
査
基
準
が
統
一
さ
れ
た
項
目（
現
在
は
４
８

０
項
目
）
に
つ
い
て
は
、
審
査
委
員
と
連
携
を
図

り
、
順
次
シ
ス
テ
ム
へ
実
装
し
た
。 

    　
ま
た
、縦
覧
、横
覧
、医
調
突
合
点
検
に
お
け
る

審
査
基
準
の
統
一
化
に
つ
い
て
は
、令
和
５
年
３
月

末
時
点
で
、医
科
縦
覧
点
検
１
２
７
０
項
目
、医
科

横
覧
点
検
１
２
８
７
項
目
、医
調
突
合
点
検
９
３
１

項
目
を
シ
ス
テ
ム
へ
実
装
し
た
。 

⑶
 　
再
審
査
申
出
デ
ー
タ
配
分
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

医
学
的
判
断
を
必
要
と
す
る
審
査
分
に
つ
い
て
、専

門
の
診
療
科
へ
よ
り
適
切
に
配
分
し
、
ま
た
、
原
審

分
に
つ
い
て
は
、傾
向
的
な
原
審
事
例
に
基
づ
き
配

分
の
精
度
を
高
め
る
な
ど
、増
加
傾
向
に
あ
る
保
険

者
再
審
査
処
理
の
効
率
化
に
努
め
た
。 

    　
ま
た
、原
審
率
上
昇
へ
の
対
応
と
し
て
、令
和
４

年
10
月
７
日
に
小
田
原
市
、
同
年
11
月
４
日
に
全

市
町
村
の
レ
セ
プ
ト
点
検
員
を
対
象
と
し
た
研
修

会
（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）
を
開
催
し
、
傾
向
的
な
原
審
事

例
に
つ
い
て
共
有
化
を
図
り
、
効
率
的
な
申
請
に

繋
が
る
取
組
を
進
め
た
。 

⑷
 　
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
及
び
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ

指
圧
師
に
係
る
療
養
費（
あ
は
き
療
養
費
）に
つ
い

て
は
、審
査
委
員
を
三
者
構
成（
保
険
者
代
表
・
学

識
経
験
者
・
施
術
者
代
表
）に
し
た
こ
と
に
伴
い
、

審
査
委
員
会
内
で
、
あ
は
き
療
養
費
の
現
状
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
、
今
後
の
審
査
が
よ
り
適
正
か

つ
公
平
に
行
え
る
よ
う
、
審
査
基
準
や
審
査
所
見

等
の
平
準
化
に
向
け
て
課
題
等
を
整
理
し
た
。 

⑸
 　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
に
つ
い
て
は
、
不
正
ま

た
は
不
当
が
疑
わ
れ
る
複
数
の
施
術
機
関
の
う

ち
、
請
求
件
数
や
平
均
金
額
な
ど
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
た
う
え
で
、３
施
術
機
関
を
選
定
し
、当
該

機
関
に
対
し
て
、
部
位
転
が
し
や
多
部
位
の
請
求

と
往
療
料
の
算
定
に
疑
義
の
あ
る
事
項
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
面
接
に
よ
る
調
査
を
実
施
し
た
。 

    　
ま
た
、調
査
結
果
に
つ
い
て
、県
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、療
養
費
保
険
者
会
議
に
お
い
て
、調
査
結

果
と
併
せ
て
調
査
実
施
後
の
当
該
機
関
の
１
件
あ

た
り
の
平
均
金
額
や
費
用
合
計
額
に
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。 

⑹
 　
令
和
６
年
１
月
稼
働
予
定
の
次
期
国
保
総
合
シ

ス
テ
ム
の
更
改
に
つ
い
て
は
、
改
革
工
程
表
に
基

づ
く
対
応
や
政
府
の
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
メ
ン
ト
施
策

で
あ
る
ク
ラ
ウ
ド
化
の
実
現
に
向
け
て
、
国
保
中

央
会
が
策
定
し
た
移
行
計
画
書
等
に
基
づ
き
、
運

用
テ
ス
ト
、
移
行
・
切
替
等
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。
今
回
の
移
行
・
切
替
作
業
は
国
保
中
央
会
が

契
約
す
る
ク
ラ
ウ
ド
事
業
者
と
全
国
保
連
合
会
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
行
う
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
帯
域
等
の
制
約
を
受
け
な
が
ら
短
期
間
で
の

作
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
回
の
移

行
作
業
の
実
績
等
に
基
づ
く
分
析
を
行
い
、
作
業

手
順
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
現
行
シ
ス
テ
ム

の
業
務
運
用
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
移
行
・
切
替

計
画
を
策
定
す
る
な
ど
の
対
応
を
行
っ
た
。 

    　
ま
た
、
本
会
の
独
自
開
発
と
な
る
国
保
総
合
シ

ス
テ
ム
外
付
け
シ
ス
テ
ム
の
更
改
に
つ
い
て
、
シ

ス
テ
ム
開
発
及
び
運
用
の
支
援
業
者
を
そ
れ
ぞ
れ

区
分
し
た
う
え
で
競
争
入
札
に
よ
る
調
達
を
行

い
、費
用
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、調
達
を
前
倒
し

で
行
う
こ
と
に
よ
り
半
導
体
不
足
の
影
響
を
最
小

限
に
留
め
た
結
果
、
予
定
し
て
い
た
作
業
は
遅
延

な
く
完
了
し
た
。 

　
 

４
 医
療
費
適
正
化
の
推
進
等
、
保
険
者
支
援
の
 

    充
実
・
強
化
 

⑴
 　
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
踏
ま
え
た
保
険

者
等
支
援
の
方
策
を
決
定
す
る
た
め
、保
健
事
業

支
援
・
評
価
委
員
会（
以
下「
評
価
委
員
会
」と
い

う
。）を
開
催
し
た
。 

    　
ま
た
、国
保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト

事
業
に
申
請
を
し
た
28
市
町
・
１
組
合
・
県
・
広
域

連
合
を
対
象
と
し
て
、評
価
委
員
会
の
部
会
を
開

催
し
、第
1
部
会
で
は
県
事
業
や
高
齢
者
の
保
健

事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施（
以
下「
一
体

的
実
施
」と
い
う
。）関
係
事
業
を
対
象
に
、ま
た

第
２
部
会
で
は
国
保
事
業
を
対
象
と
し
て
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
、事
業
評
価
・
助
言
に
繋
げ
た
。 

    　
さ
ら
に
令
和
４
年
度
に
お
い
て
は
、新
た
に
部

会
で
の
助
言
内
容
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
目
的
と

し
た
研
修
会
を
健
康
課
題
別
に
３
回
実
施
し
た
。 

    　
課
題
別
研
修
会
に
つ
い
て
は
、実
際
の
特
定
保

健
指
導
等
の
場
で
活
用
で
き
る
よ
う
「
行
動
変

容
」を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
開
催
し
た
。 

⑵
 　
一
体
的
実
施
に
つ
い
て
は
、
14
市
町
及
び
広
域

連
合
か
ら
本
会
の
国
保
・
後
期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
ト
事
業
に
申
請
が
あ
り
、上
記（
１
）の
第
１

部
会
に
お
い
て
、
個
別
課
題
（
糖
尿
病
重
症
化
予

防
、
低
栄
養
、
口
腔
機
能
、
重
複
・
頻
回
受
診
、
健

康
状
態
不
明
者
等
）に
対
し
て
、委
員
よ
り
助
言
・

評
価
を
行
っ
た
。 

    　
ま
た
、全
市
町
村
を
対
象
に
、県
内
市
町
村
で
取

り
組
ん
で
い
る
好
事
例
の
横
展
開
を
目
的
に
、
事

例
報
告
を
中
心
と
し
た
研
修
会
を
広
域
連
合
と
共

同
で
開
催
し
た
。 

⑶
 　
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
実
施
率
向
上
支

援
事
業
」で
は
５
市
２
町
に
対
し
、神
奈
川
県
在
宅

保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」の
在
宅
保
健
師（
以

下
「
在
宅
保
健
師
」
と
い
う
。）
を
派
遣
し
、
保
険

者
支
援
と
し
て
被
保
険
者
へ
の
受
診
・
利
用
の
勧

奨
を
行
っ
た
。 

    　
ま
た
、「
保
健
指
導
の
充
実
支
援
事
業
」で
は
３
市

２
町
、「
健
康
ま
つ
り
事
業
等
支
援
事
業
」で
は
２
市

１
町
に
そ
れ
ぞ
れ
在
宅
保
健
師
を
派
遣
し
、特
定
健

診
の
受
診
率
向
上
、特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
向
上

に
繋
が
る
よ
う
保
険
者
支
援
を
行
っ
た
。 

    　「
予
防
・
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
」
に
つ
い
て

は
、４
市
２
町
へ
の
在
宅
保
健
師
派
遣
に
加
え
、課

題
分
析
を
希
望
し
た
２
市
１
町
に
対
し
て
、
本
会

保
健
師
が
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
（
以
下

「
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
」と
い
う
。）等
の
デ
ー
タ
を
分

析
の
う
え
作
成
し
た
「
Ｋ
Ｄ
Ｂ
等
の
分
析
に
基
づ

く
生
活
習
慣
病
対
策
の
た
め
の
現
状
分
析
と
課
題

設
定
」
を
提
供
し
た
。 

    　
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
に
つ
い
て
、
県
と

令
和
４
年
度
事
業
実
施
報
告
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⑹
 　
保
険
者
に
お
け
る
資
格
確
認
事
務
の
負
担
軽
減

を
目
的
に
本
会
が
行
う
日
次
資
格
エ
ラ
ー
チ
ェ
ッ

ク
の
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
、オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の
本
格
運
用
に
伴
い
、チ
ェ
ッ
ク
内
容

を
精
査
し
た
結
果
、マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
が
必
要
と

な
る
事
案
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。 

    　
ま
た
、
並
行
し
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
業

務
が
適
切
に
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

⑺
 　
風
し
ん
に
関
す
る
追
加
的
対
策
事
業
に
係
る
請

求
支
払
業
務
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
末
ま
で

の
３
年
間
の
事
業
延
長
に
伴
い
、
令
和
４
年
度
も

引
き
続
き
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
と
連
携
を
図

り
適
切
な
処
理
を
行
っ
た
。 

⑻
 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
５
月
下
旬
か
ら
追
加

接
種（
４
回
目
）が
開
始
さ
れ
、９
月
下
旬
か
ら
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
５
回
目
接
種

が
開
始
さ
れ
た
が
、
適
宜
必
要
な
シ
ス
テ
ム
改
修

や
処
理
体
制
の
見
直
し
を
行
い
、
適
切
に
請
求
支

払
業
務
を
実
施
し
た
。 

    　
ま
た
、
令
和
５
年
３
月
中
旬
に
は
国
か
ら
令
和

５
年
度
の
請
求
支
払
業
務
の
継
続
実
施
に
つ
い
て

協
力
要
請
が
あ
っ
た
た
め
、
引
き
続
き
実
施
主
体

で
あ
る
市
町
村
や
県
と
連
携
を
図
り
、
適
切
な
処

理
体
制
の
整
備
を
行
っ
た
。 

 ５
 介
護
保
険
及
び
障
害
者
総
合
支
援
に
係
る
各
業
務

の
円
滑
な
運
営
 

⑴
 　
介
護
給
付
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
介
護
と
医

療
の
突
合
点
検
及
び
縦
覧
点
検
に
つ
い
て
、
過
誤

対
象
の
判
定
結
果
を
保
険
者
等
へ
報
告
す
る
と
と

も
に
、保
険
者
の
事
務
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、過

誤
申
請
情
報
の
代
行
入
力
及
び
登
録
を
遅
延
な
く

行
っ
た
結
果
、
令
和
４
年
度
の
過
誤
対
象
額
と
し

て
、
介
護
と
医
療
の
突
合
点
検
に
つ
い
て
は
３
５

６
２
万
円
、
縦
覧
点
検
に
つ
い
て
は
９
８
４
７
万

円
の
効
果
が
あ
っ
た
。 

    　
ま
た
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
分
析
な
ど
の
巡
回
支
援
に

つ
い
て
、
各
保
険
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
令
和
４
年
６
月
）
の
結
果
に
基
づ
き
、
19
保
険
者

に
実
施
し
た
。 

⑵
 　
令
和
５
年
11
月
末
に
保
守
期
限
を
迎
え
る
保
険

者
貸
与
機
器（
ル
ー
タ
・
Ｆ
Ｗ
）に
つ
い
て
、令
和

５
年
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
機
器
更
改
に
向
け
て
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
作
成
及
び
調
達
に
向
け
た
要
件
定

義
、仕
様
検
討
、各
種
設
計
な
ど
の
必
要
な
準
備
・

検
証
を
委
託
業
者
の
協
力
の
も
と
滞
り
な
く
実
施

し
た
。 

⑶
 　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、
令
和
２
年
度
か
ら
未
開
催
と
な
っ
て
い
た
各

種
研
修
事
業
や
介
護
保
険
部
会
な
ど
の
諸
会
議
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
度
は
主
に
Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
に
よ

り
開
催
し
た
。 

    　
な
お
、
Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
で
開
催
し
た
介
護
保
険
事

務
処
理
委
員
会
に
お
い
て
、
公
費
負
担
医
療
対
象

者
の
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
算
定
事
務
に
係
る

対
応
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
本
会
の
独
自
シ

ス
テ
ム
か
ら
出
力
さ
れ
る
公
費
負
担
医
療
対
象
者

一
覧（
帳
票
及
び
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ
）の
提
供
を
、高

協
働
で
行
っ
て
い
る
二
次
医
療
圏
単
位
の
研
修
会

に
加
え
、
令
和
４
年
度
は
全
市
町
村
を
対
象
と
し

た「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
セ
ミ
ナ
ー
」を
本

会
単
独
で
開
催
し
た
。 

    　
ま
た
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
端
末
操
作
研
修
の
会

場
に「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
量
測
定
器
」や「
骨
密
度
測

定
器
」な
ど
の
健
康
測
定
機
器
の
実
機
を
展
示
し
、

参
加
し
た
保
険
者
職
員
に
実
際
に
体
験
し
て
も
ら

う
な
ど
、「
健
康
測
定
機
器
等
貸
出
事
業
」
の
促
進

に
繋
が
る
よ
う
工
夫
を
行
っ
た
。 

⑷
 　
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
端
末
操
作
研
修
に
つ
い
て

は
、初
任
者
向
け
研
修
を
11
日
間
で
16
回
行
い
、73

名
が
参
加
し
た
。ま
た
、一
体
的
実
施
に
か
か
る
研

修
に
つ
い
て
は
、13
日
間
で
21
回
行
い
、69
名
が
参

加
し
た
。な
お
、後
期
高
齢
者
健
診
デ
ー
タ
の
登
録

に
つ
い
て
は
、新
た
に
９
市
町
が
登
録
し
、令
和
４

年
度
末
時
点
で
32
市
町
村
が
登
録
済
と
な
っ
た
。 

    　
ま
た
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
外
付
け
機
能
で
あ

る
「
か
な
が
わ
糖
尿
病
未
病
改
善
モ
デ
ル
事
業
対

象
者
抽
出
機
能
」に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
度
も
県

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
、９
月
に
県
及
び
全
市
町
村
に
対
し
て
、抽

出
機
能
を
活
用
し
た
帳
票
の
還
元
を
行
っ
た
。 

    　「
デ
ー
タ
分
析
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
本
会

が
有
用
と
判
断
し
作
成
し
た
、「
糖
尿
病
性
腎
症
対

象
者
の
概
数
把
握
（
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
）」
を
県
及

び
全
市
町
村
に
、「
特
定
健
診
受
診
回
数
別
１
人
当

た
り
の
医
療
費
状
況
」
を
全
保
険
者
に
対
し
て
提

供
し
、
国
保
・
後
期
の
制
度
を
ま
た
い
だ
医
療
費

の
状
況
を「
見
え
る
化
」し
た「
国
保
・
後
期
を
つ

な
げ
て
見
た
１
人
当
た
り
の
医
療
費
」、「
新
規
人

工
透
析
者
数
等
集
計
表
」を
県
、全
市
町
村
及
び
広

域
連
合
に
対
し
て
提
供
し
た
。 

    　
ま
た
、
評
価
体
系
が
変
更
さ
れ
る
第
４
期
特
定

保
健
指
導
実
施
計
画
に
対
応
で
き
る
よ
う
「
特
定

保
健
指
導
の
効
果
分
析
」
を
全
市
町
村
及
び
国
保

組
合
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
提
供
し
た
。な
お
、令
和

４
年
度
は
、前
年
度
の
３
種
類
に
加
え
て
、２
種
類

の
独
自
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
計
５
種
類
の
デ
ー
タ

提
供
を
行
っ
た
。 

⑸
 　
第
三
者
行
為
求
償
事
務
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
引
き
続
き

損
害
保
険
会
社
と
の
交
渉
が
通
常
ど
お
り
で
き
な

い
状
況
の
中
、
損
害
賠
償
金
に
係
る
収
納
額
の
増

加
と
早
期
収
納
に
努
め
た
結
果
、
約
14
億
１
４
２

０
万
円（
前
年
度
比
93
％
）を
収
納
し
た
。そ
の
う

ち
、加
害
者
直
接
求
償
事
務
に
つ
い
て
は
、45
件
受

託
す
る
と
と
も
に
、約
７
４
４
万
円
を
収
納
し
た
。 

    　
ま
た
、
第
三
者
行
為
求
償
事
務
研
修
会
に
つ
い

て
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
研
修
会
を
開
催
（
88
名
参

加
）し
、併
せ
て
、研
修
内
容
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
録
画
し
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
担
当
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し

て
全
保
険
者
等
に
配
付
し
た
。 

    　
保
険
者
巡
回
相
談
に
つ
い
て
も
、
前
年
度
に
引

き
続
き
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
し
８
保
険
者
（
前
年
度
２

保
険
者
）に
対
し
て
実
施
し
た
。な
お
、令
和
４
年

度
か
ら
、事
前
に
質
問
を
受
付
し
た
う
え
で
、当
日

に
回
答
を
す
る
形
式
に
改
め
た
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
円
滑
に
議
論
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。 

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
委
託
保
険
者
21
保
険
者
中
18

保
険
者
が
希
望
し
た
た
め
、
Ｗ
ｅ
ｂ
形
式
で
開
催

し
た
介
護
保
険
部
会
で
の
承
認
を
得
て
、
10
月
末

に
希
望
し
た
全
て
の
保
険
者
へ
提
供
し
た
。 

⑷
 　
介
護
保
険
に
お
け
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、国
保
中
央
会
で
開
発
が
進

め
ら
れ
、本
会
が
受
託
す
る
事
業
所
に
対
し
て
行
う

ラ
イ
セ
ン
ス
料
徴
収
業
務
及
び
ケ
ア
プ
ラ
ン
連
携

用
電
子
証
明
書
発
行
業
務
に
つ
い
て
、機
能
を
精
査

し
、
画
面
操
作
を
確
認
す
る
な
ど
、
国
保
中
央
会
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、新
た
に
受
託
す
る
２
つ
の
業

務
が
滞
り
な
く
進
む
よ
う
準
備
を
行
っ
た
。 

⑸
 　
令
和
３
年
11
月
19
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
コ
ロ

ナ
克
服
・
新
時
代
開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策
」に
基

づ
き
、介
護
・
障
害
福
祉
職
員
を
対
象
に
賃
金
引
き

上
げ
分
の
補
助
金
（
交
付
金
）
を
事
業
所
に
支
払
う

介
護
職
員
処
遇
改
善
支
援
事
業
及
び
福
祉
・
介
護

職
員
処
遇
改
善
支
援
事
業
を
県
か
ら
受
託
し
、当
該

事
務
処
理
を
適
切
に
行
っ
た
。 

⑹
 　
全
国
標
準
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
障
害
者
総
合
支

援
給
付
審
査
支
払
等
シ
ス
テ
ム
」に
つ
い
て
、11
月

請
求
分
か
ら
の
審
査
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
拡
充
・
強

化
に
対
し
て
業
務
に
支
障
が
な
い
よ
う
、
県
・
市

町
村
と
必
要
な
情
報
を
共
有
し
た
。 

    　
ま
た
、
令
和
５
年
５
月
に
稼
働
す
る
本
県
の
独

自
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
か
な
が
わ
自
立
支
援
給
付

費
等
支
払
シ
ス
テ
ム
」
の
再
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
は
、「
か
な
が
わ
自
立
支
援
給
付
費
等
支

払
シ
ス
テ
ム
再
構
築
推
進
会
議
」
等
で
決
定
し
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
設
計
・
開
発
、
イ
ン
フ
ラ
の
構
築
作
業
及
び
デ

ー
タ
移
行
、
総
合
テ
ス
ト
な
ど
を
順
次
行
っ
た
。 

    　
事
業
所
に
対
し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
変
更
の
案
内

通
知
を
Ｉ
Ｄ
／
Ｐ
Ｗ
と
あ
わ
せ
て
郵
送
す
る
と
と

も
に
、本
番
稼
働
に
備
え
、令
和
５
年
１
月
27
日
に

県
・
市
町
村
向
け
の
説
明
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
）を
行

っ
た
。 

    　
な
お
、「
か
な
が
わ
自
立
支
援
給
付
費
等
支
払
シ

ス
テ
ム
」の
稼
働
に
あ
た
り
、新
た
な
請
求
ソ
フ
ト

の
使
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
事
業
所
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
が
本
会
あ
て
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
円
滑
な
稼
働
に
向
け
た
緊
急
時
の
対
応
策
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
た
。 

 ６
 経
費
削
減
の
推
進
と
適
正
で
透
明
な
会
計
事
務
の

遂
行
 

⑴
 　
令
和
６
年
度
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
機
器
更
改
に

向
け
て
、
本
会
独
自
調
達
分
に
係
る
請
負
業
者
の

選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
安
価
で
良
質
な
物
品

等
を
調
達
す
る
た
め
、
現
行
シ
ス
テ
ム
導
入
時
と

同
様
に
、
調
達
内
容
に
応
じ
て
作
業
区
分
を
６
つ

に
分
割
し
た
う
え
で
、入
札
又
は
随
意
契
約
に
て
、

そ
れ
ぞ
れ
請
負
業
者
を
決
定
し
た
。 

    　
な
お
、
令
和
４
年
度
末
ま
で
に
全
て
の
区
分
の

業
者
の
選
定
が
終
了
し
て
お
り
、
調
達
し
た
物
品

等
に
要
し
た
経
費
に
つ
い
て
は
、Ｐ
Ｍ
Ｏ（
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
）
の
支
援
を
受

け
て
、コ
ス
ト
削
減
に
努
め
た
結
果
、想
定
し
て
い

た
価
格
内
に
収
め
る
こ
と
が
出
来
た
。 

    　
ま
た
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
機
器
更
改
以
外
の

シ
ス
テ
ム
関
連
経
費
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
、Ｉ

Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
活
用
し
た
結
果
、
開
発
等

業
者
に
対
す
る
抑
止
効
果
を
も
た
ら
し
、
提
示
さ

れ
た
見
積
価
格
の
適
正
化
に
繋
げ
た
。 

⑵
 　
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
予
算
要
求

部
署
と
経
理
担
当
部
署
の
双
方
向
で
執
行
状
況
を

確
認
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
適
正
な
予
算
執
行
管

理
に
努
め
た
。 

    　
ま
た
、
平
成
26
年
10
月
31
日
付
け
厚
生
労
働
省

通
知（「
国
保
連
合
会
に
お
け
る
経
理
事
務
に
つ
い

て
」）
に
則
り
、
複
式
簿
記
に
よ
る
財
務
諸
表
等
を

活
用
し
て
、
実
費
弁
償
を
基
本
と
し
た
適
正
な
財

務
運
営
の
遂
行
に
努
め
た
。 

    　
な
お
、
令
和
３
年
度
決
算
に
お
け
る
実
費
弁
償

方
式
判
定
に
基
づ
き
作
成
し
た
「
剰
余
処
分
計
画

書
」に
つ
い
て
、令
和
４
年
７
月
開
催
の
理
事
会
及

び
通
常
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
当
該
計
画
書
を
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
す
る

と
と
も
に
、
国
保
保
険
者
及
び
介
護
保
険
者
と
の

令
和
４
年
度
手
数
料
相
殺
に
必
要
と
な
る
各
種
手

続
き
を
進
め
、
令
和
４
年
12
月
に
完
了
し
た
。 

    　
本
会
業
務
の
公
正
か
つ
適
正
な
執
行
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
本
会
監
事
監
査
規
則
に
則
り
、
例
月
検

査
を
開
催
し
、
事
業
の
実
施
状
況
及
び
前
月
の
出

納
状
況
の
検
査
を
行
う
と
と
も
に
、
定
例
検
査
及

び
中
間
監
査
・
決
算
審
査
を
実
施
し
、
適
正
で
透

明
な
会
計
事
務
の
遂
行
に
努
め
た
。 

 ７
 情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
危
機
管
理
対
策
の
推
進
 

⑴
 　
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
）の
活
動
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
国

際
規
格（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
２
７
０
０
１
）に
準
拠

し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
実
施
し
、
日
常

的
に
取
り
組
む
具
体
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
及

び
継
続
的
な
改
善
に
向
け
た
充
実
・
強
化
に
取
り

組
ん
だ
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
令
和
４
年
度
に
実
施

し
た
再
認
証
審
査
に
お
い
て
３
年
間
の
認
証
継
続

が
認
め
ら
れ
た
。 

⑵
 　
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
一
環
と
し
て
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
診
療
報
酬
等
を
は
じ
め
と

し
た
各
種
審
査
支
払
業
務
を
遅
滞
な
く
実
施
す
る

た
め
、
職
場
内
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
を
引
き

続
き
徹
底
し
た
。具
体
的
に
は
、時
差
勤
務
や
昼
食

時
に
お
け
る
黙
食
・
会
話
の
際
の
マ
ス
ク
着
用
の

ほ
か
、
本
会
会
館
内
の
事
務
室
・
会
議
室
等
の
ほ

ぼ
全
域
を
対
象
に
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
コ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
施
工
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
た
。 

    　
ま
た
、
職
員
等
に
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
職
員
相
互
の
応
援
体
制
を
敷
く
こ
と
等
に
よ

り
、
本
会
業
務
が
確
実
に
遂
行
で
き
る
体
制
を
確

認
し
た
。 

⑶
 　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
諸
会
議
並
び
に
研
修

等
の
事
業
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
通
常
に
近
い
形
で
実

施
で
き
る
よ
う
、
本
会
会
館
内
の
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
の

実
施
可
能
エ
リ
ア
を
順
次
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

専
用
パ
ソ
コ
ン
等
の
機
材
を
増
設
す
る
な
ど
の
環

境
を
整
備
し
た
。
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国保連発信

神奈川県国民健康保険団体連合会財産目録
1．建物 令和5年３月31日現在

区　分 場　所 取得年月日                  取得価格 面　積　　　　　　　 

神奈川県国保会館 横浜市西区楠町 27番地１ 平成 12年 11月 22日 2,516,358,600 円 床面積　6,666.47㎡ 

2．土地 

区　分 場　所 取得年月日 取得価格 面　積　　　　　　　 

神奈川県国保会館 横浜市西区楠町 27番１ 平成 10年 3月 31日 959,509,900 円 地　積　1,109.24㎡  

神奈川県国保会館 横浜市西区楠町 27番６,7 平成 14年 3月 29日 114,050,219 円 〃　　　242.31㎡ 駐　　車　　場 

　　　　〃 横浜市西区楠町 28番 1,4,5 平成 14年 3月 29日 249,412,781 円 〃　　　 529.90㎡  

　 合　　　計 1,322,972,900 円 1,881.45㎡ 

3．積立金 

区　　分 区分別合計金額 預け入れ先金融機関 預金等種別 金　額 備　考　　　　　　　 

退職給付引当資産 1,145,828,036 円 横浜銀行 普通預金 215,828,036 円 

みずほ証券 債　　券 150,000,000 円 

SMBC日興証券 債　　券 150,000,000 円 

大和証券　    債　　券 200,000,000 円 

三井住友信託銀行 定期預金 430,000,000 円 

運営資金積立金 114,414,494 円 三井住友信託銀行 定期預金 114,414,494 円 

財政調整基金積立資産 690,115,000 円 横浜銀行 普通預金 217,172,000 円 

三井住友信託銀行 定期預金 472,943,000 円 

減価償却引当資産 2,439,579,085 円 横浜銀行 普通預金 1,130,598,000 円 

三井住友信託銀行 定期預金 1,308,981,085 円 

国保会館建設資金 1,585,283,274 円 みずほ銀行 普通預金 107,493,000 円 
等　積　立　金

三井住友信託銀行 定期預金 1,477,790,274 円 

電算処理システム 896,230,704 円 横浜銀行 普通預金 496,430,000 円 
導入作業経費積立資産

三井住友信託銀行 定期預金 399,800,704 円 

ICT 活用業務高度化 1,418,518,874 円 横浜銀行 普通預金 342,363,874 円 
積 　 立 　 資 　 産

三井住友信託銀行 定期預金 1,076,155,000 円 

積 立 金 合 計 8,289,969,467 円 8,289,969,467 円

 
 
 
 
 
 
◎預金等種別内訳

 
○定期預金 63.7％
5,280,084,557 円  
 
○債　　券 6.0％
500,000,000 円      

 
○普通預金 30.3％  
2,509,884,910 円
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国保連発信

令和４年度各会計決算状況

会　計　区　分
歳　　入 歳　　出 歳　入　歳　出　 翌年度へ繰越（円） 
収入済額（円） 支出済額（円） 差引残高（円）  

一 般 会 計 
 

診療報酬審査支払（業務勘定） 
特 別 会 計 
 

診療報酬審査支払（国民健康保
険診療報酬支払勘定）特別会計 
 
診療報酬審査支払（公費負担
医療に関する診療報酬支払勘定） 
特 別 会 計 
診療報酬審査支払（出産育児
一時金等に関する支払勘定） 
特 別 会 計 
診療報酬審査支払（抗体検査
等費用に関する支払勘定） 
特 別 会 計 

後期高齢者医療事業関係業務 
（ 業 務 勘 定 ）特 別 会 計 
 
後期高齢者医療事業関係業務 
（後期高齢者医療診療報酬 
支 払 勘 定 ）特 別 会 計 
後期高齢者医療事業関係業務 
（公費負担医療に関する診療 
報 酬 支払勘定）特別会計 

介 護 保 険 事 業 関 係 業 務 
（ 業 務 勘 定 ）特 別 会 計 
 
介 護 保 険 事 業 関 係 業 務 
（ 介 護 給 付 費 支 払 勘 定 ） 
特 別 会 計 
介 護 保 険 事 業 関 係 業 務 
（公費負担医療等に関する 
報酬等支払勘定）特別会計 

障害者総合支援法関係業務等 
（ 業 務 勘 定 ）特 別 会 計 
 
障害者総合支援法関係業務等 
（障害介護給付費・障害児 
給付費支払勘定）特別会計 

特定健康診査・特定保健指導等  
事 業 特 別 会 計 
 

第三者行為損害賠償求償事業 
特 別 会 計 
 

職 員 退 職 手 当 積 立 金 
特 別 会 計 
 
 

合　　　計 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17

7,428,197,640 7,398,535,188 29,662,452 29,662,452 

6,625,369,284 6,415,531,216 209,838,068 209,838,068 

594,032,422,319 593,967,025,998 65,396,321 65,396,321 

33,304,574,836 33,287,311,256 17,263,580 17,263,580 

2,537,397,692 2,537,125,463 272,229 272,229 

3,577,116,550 3,577,113,824 2,726 2,726 

4,283,970,172 4,133,296,567 150,673,605 150,673,605 

1,028,887,604,277 1,028,884,423,681 3,180,596 3,180,596 

5,194,016,278 5,193,877,997 138,281 138,281 

3,674,734,134 3,362,100,360 312,633,774 312,633,774 

703,974,049,115 703,960,734,047 13,315,068 13,315,068 

9,184,587,765 9,184,406,015 181,750 181,750 

1,282,371,367 1,245,601,084 36,770,283 36,770,283 

234,835,174,261 234,809,189,208 25,985,053 25,985,053 

5,772,752,607 5,697,245,289 75,507,318 75,507,318 

1,414,206,970 1,414,206,970 0 0 

285,558,881 280,554,646 5,004,235 5,004,235 

2,646,294,104,148 2,645,348,278,809 945,825,339 945,825,339



国保連発信

診療（調剤）報酬実績【国民健康保険】
《5月診療分》（一般＋退職）

《6月診療分》（一般＋退職）

《7月診療分》（一般＋退職）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 28,899 430,351 19,315,849,050 668,392 10,911 1.63 
入院外 1,240,322 1,856,982 20,055,158,530 16,169 11,329 70.07 
歯　科 307,879 507,474 4,164,296,570 13,526 2,352 17.39 

1,770,242
小　　　計 1,577,100 2,794,807 43,535,304,150 27,605 24,593 89.09 
調　　　剤 918,954 1,069,665 10,510,770,340 11,438 5,937  
訪 問 看 護 9,047 65,357 775,860,070 85,759 438  
食事療養費 61,458 1,141,719 741,820,088 12,070 419  
合　　　計 2,505,101 2,860,164 55,563,754,648 22,180 31,388

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 29,079 417,707 18,961,367,810 652,064 10,759 1.65 
入院外 1,278,347 1,927,978 20,757,611,140 16,238 11,779 72.54 
歯　科 316,622 522,495 4,342,310,480 13,714 2,464 17.97 

1,762,299
小　　　計 1,624,048 2,868,180 44,061,289,430 27,131 25,002 92.16 
調　　　剤 946,553 1,106,211 10,837,085,750 11,449 6,149  
訪 問 看 護 9,044 66,872 794,381,980 87,835 451  
食事療養費 27,678 1,082,687 717,517,382 25,924 407  
合　　　計 2,579,645 2,935,052 56,410,274,542 21,867 32,009

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 28,949 426,954 18,941,484,950 654,305 10,822 1.65 
入院外 1,258,519 1,882,549 20,066,902,030 15,945 11,465 71.90 
歯　科 306,542 499,996 4,154,556,480 13,553 2,374 17.51 

1,750,316
小　　　計 1,594,010 2,809,499 43,162,943,460 27,078 24,660 91.07 
調　　　剤 938,132 1,094,995 10,952,027,370 11,674 6,257  
訪 問 看 護 9,396 67,954 814,388,045 86,674 465  
食事療養費 27,438 1,110,614 735,531,536 26,807 420  
合　　　計 2,541,538 2,877,453 55,664,890,411 21,902 31,803

診
療
費

 【保険者別１人当たり費用額（一般＋退職）】　※ 1人当たり費用額とは、医療費用総額を被保険者数で除したものである。
１人当たり費用額（円）

食
品
衛
生
国
保

歯
科
医
師
国
保

医
師
国
保
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 【保険者別受診率（一般＋退職）】　※受診率とは、一定期間内に医療機関にかかった人の割合を表し、当該月の診療報酬明細書（レセプト）枚数を
当該月末の被保険者数で除したものである。 
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国保連発信

診療（調剤）報酬実績【後期高齢者医療】

介護給付費の状況
介護給付費統計 （令和５年５月審査分）

（令和５年６月審査分）

（令和５年７月審査分）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 60,517 955,764 40,984,348,360 677,237 32,490 4.80 
入院外 1,647,751 2,710,035 29,124,273,150 17,675 23,088 130.62 
歯　科 326,025 562,800 4,622,091,640 14,177 3,664 25.84 

1,261,463
小　　　計 2,034,293 4,228,599 74,730,713,150 36,735 59,241 161.26 
調　　　剤 1,275,431 1,564,097 15,769,946,910 12,364 12,501  
訪 問 看 護 9,691 93,130 1,270,928,080 131,145 1,008  
食事療養費 56,400 2,295,187 1,559,357,568 27,648 1,236  
合　　　計 3,319,415 4,321,729 93,330,945,708 28,117 73,986

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 61,458 924,927 40,553,264,270 659,853 32,060 4.86 
入院外 1,686,573 2,785,859 29,845,951,900 17,696 23,595 133.34 
歯　科 332,677 575,921 4,780,292,580 14,369 3,779 26.30 

1,264,904
小　　　計 2,080,708 4,286,707 75,179,508,750 36,132 59,435 164.50 
調　　　剤 1,303,196 1,595,250 16,233,112,110 12,456 12,833  
訪 問 看 護 9,755 95,099 1,296,239,860 132,880 1,025  
食事療養費 57,754 2,214,053 1,504,718,506 26,054 1,190  
合　　　計 3,393,659 4,381,806 94,213,579,226 27,762 74,483

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 62,210 968,220 41,839,351,640 672,550 32,992 4.91 
入院外 1,661,305 2,720,409 29,186,886,140 17,569 23,015 131.00 
歯　科 319,619 546,938 4,523,341,760 14,152 3,567 25.20 

1,268,157
小　　　計 2,043,134 4,235,567 75,549,579,540 36,977 59,574 161.11 
調　　　剤 1,293,229 1,588,440 16,457,137,970 12,726 12,977  
訪 問 看 護 10,190 97,894 1,355,247,670 132,998 1,069  
食事療養費 58,352 2,321,842 1,577,306,510 27,031 1,244  
合　　　計 3,346,553 4,333,461 94,939,271,690 28,369 74,864

診
療
費

《5月診療分》

《6月診療分》

《7月診療分》

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 425,260 19,211,797,478 16,933,120,268 1,811,842,354 466,834,856 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 18,728 2,057,077,535 1,743,349,975 300,926,326 12,801,234 
居 宅 療 養 管 理 指 導 198,007 1,662,513,340 1,460,164,282 159,557,937 42,791,121 
地域密着型サービス 70,224 10,092,791,618 8,922,908,593 982,445,947 187,437,078 
特定施設入居者生活介護 25,394 5,828,192,006 5,057,919,714 747,881,492 22,390,800 
居　宅　介　護　支　援 232,156 3,233,418,080 3,233,418,079 0 26,703,861 
施　設　サ　ー　ビ　ス 56,765 19,934,339,983 16,775,231,584 3,005,696,044 153,412,355 
市 町 村 特 別 給 付 74 424,600 382,140 42,460 0 
　　　合　　　計 1,026,608 62,020,554,640 54,126,494,635 7,008,392,560 912,371,305 

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 428,989 20,246,869,939 17,847,356,212 1,907,890,971 491,622,756 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,581 2,173,478,176 1,840,199,977 319,480,048 13,798,151 
居 宅 療 養 管 理 指 導 200,781 1,662,036,140 1,459,742,599 158,661,969 43,631,572 
地域密着型サービス 71,479 10,621,009,409 9,389,570,821 1,027,636,470 203,802,118 
特定施設入居者生活介護 25,573 6,044,844,621 5,245,966,493 774,349,656 24,528,472 
居　宅　介　護　支　援 233,159 3,248,975,823 3,248,975,823 0 26,887,883 
施　設　サ　ー　ビ　ス 57,298 20,764,454,660 17,477,378,394 3,122,788,928 164,287,338  
市 町 村 特 別 給 付 75 393,480 354,132 39,348 0 
　　　合　　　計 1,036,935 64,762,062,248 56,509,544,451 7,310,847,390 968,558,290 

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 434,610 20,288,309,632 17,881,781,629 1,920,117,677 486,410,326 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,091 2,082,926,081 1,764,742,153 304,856,209 13,327,719 
居 宅 療 養 管 理 指 導 201,018 1,683,572,860 1,478,734,952 160,268,585 44,569,323 
地域密着型サービス 72,015 10,412,318,830 9,205,443,571 1,011,364,327 195,510,932 
特定施設入居者生活介護 25,624 5,875,076,639 5,097,984,088 750,800,423 26,292,128 
居　宅　介　護　支　援 235,649 3,264,995,479 3,264,995,479 0 27,141,803 
施　設　サ　ー　ビ　ス 57,263 20,108,267,156 16,926,824,441 3,024,357,338 157,085,377 
市 町 村 特 別 給 付 73 427,080 384,372 42,708 0 
　　　合　　　計 1,045,343 63,715,893,757 55,620,890,685 7,171,807,267 950,337,608 
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『
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
』 

　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
シ
ン
グ
ル
の
適
量
は
、

小
を
し
た
時
約
89
㎝
、
大
を
し
た
時
約
１
７
７
㎝
、

ダ
ブ
ル
だ
と
、
小
約
66
㎝
、
大
約
１
４
６
㎝
等
色
々

あ
り
ま
す
。
必
要
以
上
に
使
用
し
て
、
詰
ま
ら
せ
な

い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

　
私
は
、以
前
は
柄
つ
き
、香
り
つ
き
も
購
入
し
て

い
ま
し
た
が
、最
近
は
、無
香
料
、無
漂
白
の
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
購
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
れ
は
、
経
皮
毒
と
言
う
言
葉
を
聞
く
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
で
す
。
経
皮
毒
と
は
、
皮
膚
を
通
過
し
て

体
内
に
入
る
毒
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
毒
と
は

普
段
か
ら
生
活
に
使
わ
れ
る
洗
剤
や
日
用
品
等
に

含
ま
れ
る
有
毒
な
化
学
物
質
で
す
。
口
か
ら
入
っ
た

毒
は
肝
臓
で
処
理
さ
れ
ま
す
が
、
皮
膚
か
ら
入
っ
た

毒
は
解
毒
さ
れ
ま
せ
ん
。
特
に
、
陰
部
で
は
吸
収
率

が
高
い
よ
う
で
す
。 

　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
色
は
、
本
来
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
に
使
用
さ
れ
る
木
材
の
色
に
な
る
そ
う

で
す
が
、
漂
白
さ
れ
て
い
る
た
め
白
に
な
っ
て
い
ま

す
。
塩
素
等
の
化
学
薬
品
を
使
用
し
て
い
る
商
品
も

あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。し
か
し
、白
い
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
だ
か
ら
漂
白
剤
を
使
用
し
て
い
る
と

は
限
ら
な
い
よ
う
で
、
分
か
り
に
く
い
の
で
メ
ー
カ

ー
に
問
い
合
わ
せ
す
れ
ば
教
え
て
く
れ
ま
す
。 

　
健
康
被
害
等
に
つ
い
て
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
購
入
す
る
な
ら
、
納
得

で
き
る
も
の
を
使
用
し
た
い
で
す
。
ト
イ
レ
は
、
職

場
や
外
出
先
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
家

で
は
安
心
出
来
る
も
の
を
使
用
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

６～７日　第63回全国国保地域医療学会 アオッサ（福井県） 

25日 神奈川県国民健康保険運営協議会会長等協議研修 Web研修 

７日 運営協議会 神奈川県国保会館 

13日 国保制度改善強化全国大会 砂防会館 

17日 理事会 神奈川県国保会館 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から変更される場合があります。 

10月

11月

● 伝 ● 言 ● 板 ●

広報標語募集 あなたの感性を 
本会標語に 

生かしてみませんか!
神奈川県国民健康
保険団体連合会

● テ ー マ：健康、元気、家族、生きがい 
● 応募資格：神奈川県庁、県内市町村、県内国保組合の職員 
● 応募方法：本会から送付する応募用紙により本会企画事業課あてにEメール、FAXにて、

ご応募ください 
● 募集期間：令和５年10月13日（金）～12月1日（金） 
● 選考方法：令和６年１月開催予定の広報委員会にて決定。 
・ 応募作品は、未発表のもので、1保険者２点までとします。なお、応募作品の権利は神奈川県
国民健康保険団体連合会に帰属し、本会作成の機関誌「神奈川のこくほ・かいご」、ポスター、
ホームページ、各種封筒、印刷物等に掲載されます。 

過去の標語 「始めよう健康習慣　受けてみよう特定健診」 （令和４年度） 
「健康づくりの第一歩　受けて安心　特定健診」 （令和５年度） 

お問い合わせ先／企画事業課　企画事業係 TEL　045-329-3441（直通）  FAX　045-329-3444 
　 E-mail：kikaku1@kanagawa-kokuho.or.jp

•募•集•要•項•



●お申し込み● 
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。 
※貸出は6カ月前から仮予約できます。（『国保保険者のみなさまへ』にはID･パスワードが必要です） 
ホームページアドレス　 

お問い合わせ先 
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通） 
Ｅメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp 

https://www.kanagawa-kokuho.or.jp

　本会では国保保険者の皆さまを対象に（※）健康測定機器等の貸出事業を無償で
おこなっております。健康まつり、健康教育等の機会で是非ご活用ください。 
※国保主管課及び保健師主管課のみ対象です。 

●お申し込み● 
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。 
※貸出は6カ月前から仮予約できます。（『国保保険者のみなさまへ』にはID･パスワードが必要です） 
ホームページアドレス　 

お問い合わせ先 
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通） 
Ｅメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp 

https://www.kanagawa-kokuho.or.jp

今回ご紹介する機器は 

「体組成計」　　　 

区　　分 

低 脂 肪 

正　　常 

過 脂 肪 

肥　　満 

高度肥満

生体電気インピーダンス法*を利用して体脂肪量・
除脂肪量・筋肉量・基礎代謝量・身体年齢・腹部肥満
等を測定します。

※生体電気インピーダンス法とは、人体に無害
な微弱電流を流し、人体の構成成分による電
気抵抗から体内成分を分析する方法です 定 　今回体験したのは 

本会職員のM.Aさん！測

果結

● 体験者の感想 ●

体脂肪率や筋肉量だけでなく、左右の
偏りまで分かるのはすごい！ 
ギリギリの標準値で、もっと食生活に
気を付けなくてはと思いました。

  項　　目     測定値 
  体脂肪率     21.8％ 
  筋 肉 量    52.5㎏

■脂肪率： 
　体重に対する体脂肪量の比率（％）

男　　性 

15％未満    

15～＜20％  

20～＜25％  

25～＜30％ 

30％以上 

女　　性 

20％未満 

20～＜30％ 

30～＜35％ 

35～＜40％ 

40％以上



■監修　久保　明
　（医療法人財団百葉の会 銀座医院 院長補佐・抗加齢
センター長／日本臨床栄養協会副理事長／医学博士）

■料理　小川寿美（管理栄養士・フードコーディネーター）
■体操　中野ジェームズ修一（フィジカルトレーナー／
　 米国スポーツ医学会認定運動生理学士）

本体  270円＋税
■A4判／32頁カラー／中とじ

暮らしに役立つ健康情報 季節の健康カレンダー

912070

本体  200円＋税

■B5判（25mm余白付き）／
　28頁カラー／中とじ

913023

●カレンダー2024年版●

住民向け啓発冊子のご案内住民向け啓発冊子のご案内

A4判

B5判

■監修　 新開省二
　（女子栄養大学 地域保健・
老年学研究室 教授／
元東京都健康長寿医療センター研究所 
副所長／健康長寿新ガイドライン策定委員会
委員長）

本体  250円＋税

■A4判／
　28頁カラー／
　中とじ

915021

健康長寿カレンダー
高齢者
向け

第4期にも
対応！

■A4判／4頁カラー／リーフレット

よくある誤解を解消！ 
医療費節約ガイド

あなたは大丈夫？ 
薬の飲み過ぎ  もらい過ぎ

824021

■A4判／4頁カラー／リーフレット

823081

●医療費適正化に

選ぶなら
ジェネリック医薬品！
■A4判／4頁カラー／リーフレット

463051

■A4判／2頁カラー

ご存じですか？ 
繰り返し使える！ リフィル処方箋

823071

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット

40～74歳の皆さまへ
行って安心！ 受けてイキイキ！ 
特定健診

505071

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット

より充実した
特定保健指導を利用して
無理なく賢く健康に！

505021

■A4判／2頁カラー／
　天のり
■1冊50枚綴り

積極的支援 食事・運動をほんの少し
工夫するだけで －2cm・－2kg！

506001

本体  1,200円＋税

●第4期特定健診・特定保健指導のご計画に

新刊

新刊

新刊 新刊

新シリーズ

新刊
本体  36円＋税

本体  36円＋税 本体  22円＋税

本体  36円＋税

本体  36円＋税 本体  36円＋税

〈初回面接サポートシリーズ〉

●弊社では、皆様の事業推進にお役立ていただくため、製品の定価を据え置いております。また、成人保健分野においては、定価を見直し、すべての製品を値下げいたしました（　　　で表示）。
●ご検討のため見本をご希望の際は、お気軽にご連絡ください。無償で送付いたします（原則1部）。

社会保険出版社株式
会社

お問い合わせ TEL 03（3291）9841
東京都千代田区神田猿楽町1-5-18　〒101-0064

株式会社 社会保険出版社
https://www.shaho-net.co.jp

第4期用
（令和6年度～）

見本版

第4期用
（令和6年度～）

見本版
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